
ᖹ成㸰㸶ᖺ度 現代文Ｂ㸦㸰ᖺ㸧ࡢ学習。ࣛࢩバࢫ㸧

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用ࡿࡍ教科書

科目名 現代文Ｂ 単位数 㸱 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸰学ᖺ

使用ࡿࡍ教科書 東京書籍 新編現代文Ｂ

副教材等 京都書房 テࢫト式 国語常識ࡢ総演習

㸰 学習目標

࣭基礎的࡞語彙，漢字，表現技巧ࢆ学ࡧ自由࡟活用࡛ࡿࡁ力ࢆ養うࠋ

ࢆㄞ書ࡓࡲࠋࡿࡅࡘ࡟身ࢆ語彙力，ㄞ解力࡛࡜ࡇ味わうࡳㄞ，ࢀ触࡟文章ࡢャンࣝࢪ࡞ࡲࡊࡲࡉ࣭

ࠋࡿࡵ深ࢆ考えࡢࡽ自，ࡆࢁࡦࢆ幅ࡢ視㔝や思考，ࡋ体験ࢆࡧ喜ࡿࡍ

࣭自ศࡢ考え࡜意見ࢆ表現࡛ࡿࡁ語彙࡜表現力ࢆ身࡟付ࡅ自己アピ࣮ࣝ，コ࣑ュࢽケ࣮ࢩョン能力

ࠋࡿࡵ高ࢆ

㸱 学習方法

ձ 教科書ࢆ繰ࡾ返ࡋ音ㄞࠋࡿࡍ

ղ プࣜントࢆ用い࡚漢字ࡢ練習ࢆ行うࠋ

ճ ワ࣮ク࣮ࢩトࢆ利用ࡋㄞ解ࢆ深ࠋࡿࡵ

մ 作者ࡢ他ࡢ作品ࢆㄞࡳ味わいㄞ書ࡢ幅ࢆ広ࡿࡆ

յ 問題集ࢆ使用࡚ࡋ，基ᮏ的࡞語彙，漢字，表現技巧ࢆ学習ࠋࡿࡍ

㸲 学習計画

学期 月 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポイント

㸲 オࣜエンテ࣮ࢩョン ࣭㸯ᖺ間ࡢ学習計画ࢆ理解ࡍ ࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋ࠿ࡓࡁ

ࠋࡿ ࣭漢字練習プࣜント，ワ࣮クࢩ

㝶想 い࡜ࡕࡢ自然 ࣭㝶想ࢆㄞ࡛ࢇ，筆者ࡢ考え ࣮トࡢᥦ出ࠋ

第 ࠗ心ࠊ言葉࠘࡞ࡎࡁࠊ 方や感ࡌ方ࢆ的確࡟ㄞ࡜ࡳ ࣭辞書等ࢆ用い࡚，正ࡋく表現

ࠋࡿ ࠋ࠿ࡓࡁ࡛

㸳 ࣭個性的࡞表現ࢆ味わいࠊ㝶

想ࡢ魅力ࢆ知ࠋࡿ

問題集 第㸯回 P4～ 11 ࣭漢字や慣用句等ࡢ言葉࡟関 ࡴ組ࡾ取࡟ワ࣮ク࡜ࡾ࠿ࡗࡋ࣭

ࠋࡿࡍࢆ学習ࡿࡍ ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

㸯 ࣭ワ࣮クࡢᥦ出ࠋ

小ㄝ㸯 心ࡿࡀ࡞ࡘ ࣭情景や心理ᥥ写࡟注意࡞ࡋ ࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋ࠿ࡓࡁ

イン࠘ࢼࠗ ࢀ࠿ᥥࠊ࡛ࢇㄞࢆ小ㄝࡽࡀ ࣭漢字練習プࣜント，ワ࣮クࢩ

㸴 ࠋࡿえࡽ࡜࡟的確ࢆ世界ࡓ ࣮トࡢᥦ出ࠋ

学 ࣭小ㄝ࡟ᥥ࡞ࡲࡊࡲࡉࡓࢀ࠿ ࣭辞書等ࢆ用い࡚，正ࡋく表現

愛や葛藤ࡢ姿ࠊࡽ࠿心ࡢ触 ࠋ࠿ࡓࡁ࡛

㸵 ࠋࡿい࡚考えࡘ࡟合いࢀ

問題集 第㸰回 P12 ～ ࣭漢字や慣用句等ࡢ言葉࡟関 ࡴ組ࡾ取࡟ワ࣮ク࡜ࡾ࠿ࡗࡋ࣭

19 ࠋࡿࡍࢆ学習ࡿࡍ ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

࣭ワ࣮クࡢᥦ出ࠋ

期 評論㸯 考えࡿ手ࡾ࠿ࡀ ࣭評論ࢆㄞࠊ࡛ࢇ文章ࡢ構成ࠊ ࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋ࠿ࡓࡁ

ࠗ科学的࡛あ࠘࡟ࡵࡓࡿ 展開ࠊ要旨ࢆ࡝࡞的確࡜࡟ ࣭漢字練習プࣜント，ワ࣮クࢩ

ࠋࡿえࡽ ࣮トࡢᥦ出ࠋ

࣭思考ࡢあࡾ方࡟関ࡿࡍ文章 ࣭辞書等ࢆ用い࡚，正ࡋく表現

࡞ࡲࡊࡲࡉࠊ࡟ࡾ࠿ࡀ手ࢆ ࠋ࠿ࡓࡁ࡛

問題ࡘ࡟い࡚自ศࡢ力࡛考

えࡿ態度ࢆ養うࠋ

問題集 第㸱回 P20 ～ ࣭漢字や慣用句等ࡢ言葉࡟関 ࡴ組ࡾ取࡟ワ࣮ク࡜ࡾ࠿ࡗࡋ࣭

27 ࠋࡿࡍࢆ学習ࡿࡍ ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ



࣭ワ࣮クࡢᥦ出ࠋ

㸷 詩歌 イ࣓࣮ࡢࢪ世界 ࣭詩歌ࢆㄞࣜࢀࡒࢀࡑࠊ࡛ࢇ ࣭短歌࣭俳句ࢆ味わう࡛ࡀ࡜ࡇ

ࠗI てa上 けぞちそ࠘ ࠋ味わうࢆ特色ࡢや表現࣒ࢬ ࠋ࠿ࡓࡁ

࣭作品࡟託ࡓࢀࡉイ࣓࣮ࢆࢪ ࣭意欲的࡟作業࡟取ࡾ組࡜ࡇࡴ

通ࠊ࡚ࡌ作者ࡢ心情ࢆ考え ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ

第 ࠋࡿ ࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋ࠿ࡓࡁ

࣭漢字練習プࣜント，ワ࣮クࢩ

࣮トࡢᥦ出ࠋ

問題集 第㸲回 P28 ～ ࣭漢字や慣用句等ࡢ言葉࡟関 ࡴ組ࡾ取࡟ワ࣮ク࡜ࡾ࠿ࡗࡋ࣭

35 ࠋࡿࡍࢆ学習ࡿࡍ ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

࣭ワ࣮クࡢᥦ出ࠋ

小ㄝ㸰 物語ࡢ中へ ࣭寓話的࡞話ࢆࡉࢁࡋࡶ࠾ࡢ ࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋ࠿ࡓࡁ

ࠗ山椒魚࠘ 味わいࡢࡑࠊ主題࡜構想ࢆ ࣭漢字練習プࣜント，ワ࣮クࢩ

理解ࠋࡿࡍ ࣮トࡢᥦ出ࠋ

学 ࣭辞書等ࢆ用い࡚，正ࡋく表現

ࠋ࠿ࡓࡁ࡛

問題集 第㸳回 P36 ～ ࣭漢字や慣用句等ࡢ言葉࡟関 ࡴ組ࡾ取࡟ワ࣮ク࡜ࡾ࠿ࡗࡋ࣭

43 ࠋࡿࡍࢆ学習ࡿࡍ ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

11 ࣭ワ࣮クࡢᥦ出ࠋ

詩歌 イ࣓࣮ࡢࢪ世界 ࣭詩歌ࢆㄞࣜࢀࡒࢀࡑࠊ࡛ࢇ ࣭短歌ࢆ味わうࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

期 ࠗ信濃路 㸦࠘短歌㸧 ࠋ味わうࢆ特色ࡢや表現࣒ࢬ ࠋ࠿

1「 ࣭作品࡟託ࡓࢀࡉイ࣓࣮ࢆࢪ ࣭意欲的࡟作業࡟取ࡾ組࡜ࡇࡴ

通ࠊ࡚ࡌ作者ࡢ心情ࢆ考え ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ

ࠋࡿ ࣭漢字練習プࣜント，ワ࣮クࢩ

࣭文章ࡢ構成ࢆ把握ࠊࡋ抽象 ࣮トࡢᥦ出ࠋ

的࡞事柄࡟対ࡿࡍ理解ࢆ深

ࠋࡿࡵ

問題集 第㸴回 P44 ～ ࣭漢字や慣用句等ࡢ言葉࡟関 ࡴ組ࡾ取࡟ワ࣮ク࡜ࡾ࠿ࡗࡋ࣭

51 ࠋࡿࡍࢆ学習ࡿࡍ ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

࣭ワ࣮クࡢᥦ出ࠋ

㸯 評論㸰 言葉࡜思考 ࣭評論ࢆㄞ࡟ࡇࡑࠊ࡛ࢇᥦ示 ࣭正ࡋく内容ࡀ理解࡛ࠋ࠿ࡓࡁ

第 ࠗ言葉࡜世界࠘ ࡞ࡀ理解ࡢ構成，内容ࡢ文章࣭ࠊࡋ把握࡟正確ࢆ問題ࡓࢀࡉ

理解ࠋࡿࡍ ࡍ理解ࢆ語彙ࡓࡲࠋ࠿ࡓࢀࡉ

࣭人間ࡢ࡚ࡗ࡜࡟言葉ࡢ㔜要 ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ

㸱 性ࡘ࡟い࡚考えࢆ深ࠊࡵ言 ࣭漢字練習プࣜント，ワ࣮クࢩ

語生活ࢆ豊ࠋࡿࡍ࡟࠿ ࣮トࡢᥦ出ࠋ

問題集 第㸵回 P52 ～ ࣭漢字や慣用句等ࡢ言葉࡟関 ࡴ組ࡾ取࡟ワ࣮ク࡜ࡾ࠿ࡗࡋ࣭

59 ࠋࡿࡍࢆ学習ࡿࡍ ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

学 ࣭ワ࣮クࡢᥦ出ࠋ

㸰 ㄞ書࡜人生 ࣭ㄞ書࡟関ࡿࡍ文章ࢆㄞ࣭ࠊ࡛ࢇ意欲的࡟文章ࢆㄞ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ

ࠗ塩一トンࡢㄞ書࠘ ㄞ書ࡀ生࡚ࡁいくうえ࡛果 ࠋ࠿ࡓࡁ

ࠗ楽࡟働くࠊ࡜ࡇ楽ࡋく働 ，ࡧ選ࢆᮏ࡚ࡗ持ࢆ興味ࡽ自࣭ࠋࡿࡍい࡚理解ࡘ࡟役割ࡍࡓ

期 㸱 く࠘࡜ࡇ ࣭自ࡽ進࡞ࡲࡊࡲࡉ࡛ࢇ書物 ㄞ書࡟親ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴࡋ

ࠗ情景ࡢ࠿࡞ࡢ労働࠘ 考えࠊࡆ広ࢆ視㔝ࠊࡳㄞࢆ ࠋ࠿

ࠗ鉄ࠊ千ᖺࡢい࠘ࡕࡢ ࠋࡿࡵ深ࢆ

問題集 第㸶回 P60 ～ ࣭漢字や慣用句等ࡢ言葉࡟関 ࡴ組ࡾ取࡟ワ࣮ク࡜ࡾ࠿ࡗࡋ࣭

67 ࠋࡿࡍࢆ学習ࡿࡍ ࠋ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

࣭ワ࣮クࡢᥦ出ࠋ



㸳 学習評価

㸦㸯㸧評価ࡢ観点及ࡧ内容ࡘ࡟い࡚

以ୗ࡟示ࡍ㸳ࡢࡘ観点࡟基࡙ࡁ，学習内容࡟࡜ࡈࡾࡲ࡜ࡲࡢ評価ࢆ行い，学ᖺᮎ࡟㸳段㝵ࡢ評定

ࠋࡍࡲࡋ総括࡟

評 価 ࡢ 観 点 及 ࡧ 内 容

観点㸯 関心࣭意欲࣭態度 国語࡛理解ࡋ表現ࡿࡍ力ࢆ進࡛ࢇ高࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ，国語ࢆ尊㔜࡚ࡋ

ࠋࡿい࡚ࡋ࡜うࢁ図ࢆ向ୖࡢࡑ

観点㸰 話࣭ࡍ聞く能力 目的や場࡟応࡚ࡌ効果的࡟話ࡾࡓࡋ的確࡟聞ࡁ取࡚ࡋࡾࡓࡗ，自ศ

ࠋࡿい࡚ࡏࡉ発展，ࡵ深ࢆ考えࡢ

観点㸱 書く能力 必要࡞情報ࢆ用い，相手や目的，課題࡟応ࡓࡌ適ษ࡞表現ࡿࡼ࡟文

章ࢆ書ࡁ，自ศࡢ考えࢆ深ࡵ，発展࡚ࡏࡉいࠋࡿ

観点㸲 ㄞࡴ能力 近代以降ࡢ文章ࢆ的確࡟ㄞࡳ取ࡾࡓࡗ，目的࡟応࡚ࡌ幅広くㄞࡔࢇ

ࠋࡿい࡚ࡏࡉ発展，ࡵ深ࢆ考えࡢ自ศ，࡚ࡋࡾ

観点㸳 知識࣭理解 言語文化及ࡧ言葉ࡢ特徴やࡘ࡟࡝࡞ࡾࡲࡁい࡚ࡢ理解ࢆ深ࡵ，知識

ࠋࡿい࡚ࡅ付࡟身ࢆ

㸦㸰㸧ࠕ評価ࡢ観点ࠖࡢ評価方法ࡘ࡟い࡚

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 観点㸳 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ ○ 学習活動へࡢ参加ࡢ態度

小テࢫト ○ ○ ◎ ○ ◎ 漢字テࢫト࣭音声テࢫト࡝࡞

ᥦ出物 ◎ ○ ○ ○ ◎ プࣜント࣭ノ࣮ト࡝࡞

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ᖺ間㸳回実施

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特࡟㔜視࡜ࡿࡍいう意味࡛ࡍ㸧



ᖹᡂ㸰㸶ᖺ度 古典Ａࡢ学習㸦シࣛバࢫ㸧

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用ࡿࡍ教科書

科目名 古典Ａ 単位数 㸰 履修学ᖺ・区分 第㸰学ᖺ

使用ࡿࡍ教科書 ྑ文書院 古典Ａ ㄝ話・随筆・故事・小話・漢詩・ྐ話

副教材等 古語辞典

㸰 学習目標

古典ࡢ࡚ࡋ࡜古文࡜漢文をㄞࡴこ࡚ࡗࡼ࡟࡜，ᡃࡀ国ࡢ文化࡜伝統࡟対ࡿࡍ関心を深ࡵ，生涯࡟

わた࡚ࡗ古典࡟親ࡴࡋ態度を育࡚ࡿ。

㸱 学習方法

ձ 教科書を繰ࡾ返ࡋ音ㄞࡿࡍ。

ղ プࣜントを用い࡚ㄞ解を深ࡿࡵ。

ճ 作品ࡢࡢࡶࡢ見方や感ࡌ方，考え方を話ࡋ合う。

㸲 学習計画

学期 月 学習内容㸦単元名㸧 学習事項・学習活動 評価ࡢポイント

㸲 古文 ձ何度ࡶ繰ࡾ返ࡋ音ㄞࡋ,古文 ձ音ㄞࡿࡍこ࡚ࡗࡼ࡟࡜，古文

古今著聞集ࠕ母子猿ࠖ 。ࡿࢀ慣࡟ムࢬࣜࡢ こࡴくㄞࡋṇ，ࢀ慣࡟ムࢬࣜࡢ

。࠿たࡁ࡛ࡀ࡜

ղ㸯ᖺ࡛学習ࡋた歴ྐ的仮名 ղ歴ྐ的仮名遣いࡢㄞࡳ方ࡀ習

第 遣いࡢ特徴を再確認ࡿࡍ。 得࡛࡚ࡁい࠿ࡿ。

プࣜントࡢ提出。

㸳 沙石集ࠕ児ࡢ飴食ࡦたࡿこ ձ何度ࡶ繰ࡾ返ࡋ音ㄞࡿࡍ。 ձ歴ྐ的仮名遣いを現代仮名遣

ࠖ࡜ い࡟直ࡋ，ṇࡋくㄞࡴこ࡛ࡀ࡜

。࠿たࡁ

㸯 ղ古語辞典を利用࡚ࡋ，本文 ղ古語辞典ࡢ引ࡁ方を習得࡛ࡁ

。ࡿた意味を捉えࡋ適࡟ た࠿。

㸴 ճ係ࡾ結ࡧを理解ࡿࡍ。 ճ係ࡾ結ࡀࡧ理解࡛ࡁた࠿。

մ話ࡢあࡌࡍࡽを捉え，ࡶ࠾ մ本文をㄞࡳ味わうこࡁ࡛ࡀ࡜

。さを味わうࢁࡋ た࠿。

学 プࣜントࡢ提出。

十訓抄ࠕ文字一ࡢࡘ返ࠖࡋ ձ何度ࡶ繰ࡾ返ࡋ音ㄞࡿࡍ。 ձ歴ྐ的仮名遣いを現代仮名遣

い࡟直ࡋ，ṇࡋくㄞࡴこ࡛ࡀ࡜

㸵 。࠿たࡁ

ղ活用語ࡣ終Ṇ形࡟直ࡋ，古 ղ活用語ࡣ終Ṇ形࡟直࡚ࡋ，的

語辞典を利用࡚ࡋ，本文࡟適 確࡟古語辞典を引くこࡁ࡛ࡀ࡜

期 。ࡿた意味を捉えࡋ た࠿。

ճ係ࡾ結ࡧを理解ࡿࡍ。 ճ係ࡾ結ࡀࡧ習得࡛ࡁた࠿。

մ話ࡢあࡌࡍࡽを捉え，ࡶ࠾ մ本文をㄞࡳ味わうこࡁ࡛ࡀ࡜

。さを味わうࢁࡋ た࠿。

プࣜントࡢ提出。

㸷 徒然草ࡲࡲࡿ࡞ࢀ࡙ࢀࡘࠕ ձ出典ࡘ࡟い࡚理解ࡿࡍ。 ձ作品や作者ࡘ࡟い࡚理解࡛ࡁ

ࠖ࡟ た࠿。

ղ暗唱࡛ࡲࡿࡍ繰ࡾ返ࡋ音ㄞ ղ暗唱࡛ࡁた࠿。

。ࡿࡍ

ճ古語辞典を利用࡚ࡋ，ṇ確 ճṇ確࡟解釈ࡿࡍこࡁ࡛ࡀ࡜た

。ࡿࡍ解釈を࡞ 。࠿

第 մࠗ徒然草࠘執筆ࡢ動機や態 մ作品執筆ࡢ動機や態度ࡀ理解

度をࡿࡵ࡜ࡲ。 。࠿たࡁ࡛

プࣜントࡢ提出。

徒然草ࠕこࡶࢀ仁和寺ࡢ法 ձ何度ࡶ繰ࡾ返ࡋ音ㄞࡿࡍ。 ձṇࡋくㄞࡴこࡁ࡛ࡀ࡜た࠿。

師ࠖ ղ古語辞典を利用࡚ࡋ，ṇ確 ղ的確࡟古語辞典を引ࡁ，ṇ確

10 。ࡿࡍ解釈を࡞ 。࠿たࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍ解釈࡟

ճ話ࡢあࡌࡍࡽを捉え，ࡶ࠾ ճ本文をㄞࡳ味わうこࡁ࡛ࡀ࡜



しࡉࢁを味わう。 た࠿。

㸰 プリントࡢ提出。

枕草子ࠕ春ࡣあけぼࠖࡢ ձ出典ࡘ࡟い࡚理解すࡿ。 ձ作品や作者ࡘ࡟い࡚理解࡛ࡁ

た࠿。

ղ何度ࡶ繰ࡾ返し音読すࡿ。 ղ正しく読ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴた࠿。

ճྂ語辞典を利用し࡚，正確 ճ的確ྂ࡟語辞典を引ࡁ，正確

。ࡿ解釈をす࡞ 。࠿たࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ解釈す࡟

մ有名࡞序段ࡢ内容を視覚的 մ序段ࡢ内容を絵࡟表現すࡇࡿ

。ࡿ理解す࡟ 。࠿たࡁ࡛ࡀ࡜

学 11 プリントࡢ提出。

枕草子ࠕあࡀࡾたࠖࡢࡶࡁ ձ何度ࡶ繰ࡾ返し音読すࡿ。 ձ正しく読ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴた࠿。

ղྂ語辞典を利用し࡚，正確 ղ的確ྂ࡟語辞典を引ࡁ，正確

。ࡿ解釈をす࡞ 。࠿たࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ解釈す࡟

ճ枕草子ࡢ類聚的章段ࡢ特徴 ճ類聚的章段ࡢ特徴を理解すࡿ

を理解すࡿ。 。࠿たࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

プリントࡢ提出。

期 方୔記ࠕゆく河ࡢ流ࠖࢀ ձ出典ࡘ࡟い࡚理解すࡿ。 ձ作品や作者ࡘ࡟い࡚理解࡛ࡁ

1「 た࠿。

ղ何度ࡶ繰ࡾ返し音読すࡿ。 ղ正しく読ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴた࠿。

ճྂ語辞典を利用し࡚，正確 ճ的確ྂ࡟語辞典を引ࡁ，正確

。ࡿ解釈をす࡞ 。࠿たࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ解釈す࡟

մ対ྃを理解すࡿ。 մ対ྃを理解࡛ࡁた࠿。

プリントࡢ提出。

㸯 漢文 ձ訓読ࡢ仕方を理解すࡿ。 ձ訓読ࡢ仕方を理解࡛ࡁた࠿。

訓読ࡢ基ᮏ プリント提出。

㸰 蛍雪ࠖࠕ ձ返ࡾ点࡟注意し࡚，訓読す ձ訓読すࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿた࠿。

㸱 守株ࠖࠕ 。ࡿ

推敲ࠖࠕ ղ書ࡁ下し文࡟直す。 ղ書ࡁ下し文࡟直すࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

学 㸱 画竜点睛ࠖࠕ た࠿。

朝୕暮四ࠖࠕ ճ解釈すࡿ。 ճ語ྃࡢ意味を確認しࡽࡀ࡞解

期 蛇足ࠖࠕ 釈すࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿた࠿。

プリントࡢ提出

５ 学習評価

㸦㸯㸧評価ࡢ観点及び内容ࡘ࡟い࡚

以下࡟示す㸱ࡢࡘ観点࡟基࡙ࡁ，学習内容࡟࡜ࡈࡾࡲ࡜ࡲࡢ評価を行い，学年ᮎ５࡟段階ࡢ評定

。すࡲ総括し࡟

評 価 ࡢ 観 点 及 び 内 容

観点㸯 関心࣭意欲࣭態度 ྂ典を読ࡴ楽しࡉを味わい，ྂ典࡟親し࡟ࡶ࡜࡜ࡴ，我ࡀ国ࡢ伝統

。ࡿうし࡚いࡼࡵ関心を深ࡿ対す࡟文化࡜

観点㸰 読ࡴ能力 ࡢた思想や感情を捉え，自分ࢀ表࡟典ྂ,ࡳ典を読ྂࡿあࡢࡾࡲ࡜ࡲ

考えを深ࡵ， 発展ࡉせ࡚いࡿ。

観点㸱 知識࣭理解 伝統的࡞言語文化及び言葉ࡢ特徴ࡢ࡝࡞理解を深ࡵ，知識を身࡟付

け࡚いࡿ。

㸦㸰㸧ࠕ評価ࡢ観点ࠖࡢ評価方法ࡘ࡟い࡚

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ 学習活動へࡢ参加ࡢ態度

小テスト ○ ◎ ◎ 文法テスト࣭単語テスト࡝࡞

提出物 ◎ ○ ○ プリント࣭ノ࣮ト࡝࡞

定期考査 ○ ◎ ◎ 年間５回実施

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特࡟重視す࡜ࡿいう意味࡛す㸧



ᖹᡂ㸰８ᖺ度 世界史Ｂの学習㸦ࢫࣂࣛࢩ㸧

㸯 科目名，༢位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用すࡿ教科書

科目名 世界史Ｂ ༢位数 㸲 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸰学ᖺ

使用すࡿ教科書 高校世界史Ｂ 㸦山川出版社㸧

副教材等 歴史風景館 世界史のࣃビࣜ࢜ン 㸦࡜うほう㸧

㸰 学習目標

世界の歴史の大࡞ࡁ枠組࡜ࡳ流ࢀを,ᡃࡀ国の歴史࡜関連࡙ࡽࡀ࡞ࡅ理解させ,文໬の多様性࡜現

代世界の特質を広い視㔝ࡽ࠿考察させ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿ,歴史的思考力をᇵい,国際社会࡟主体的࡟生

。資質を養う࡜し࡚の自覚࡜日本人ࡿࡁ

㸱 学習方法

ձ 教科書の写真や地図࡝࡞を参考࡟ᇶ本事項の確認を行う。

ղ 。ࡿࡵを利用し，㔜要事項への関心を高ࢺンࣜࣉ

ճ 具体例を増やし，興味関心を促す。

մ 教科書࡝࡞の事象ࡘ࡟い࡚の質問࡟࡝࡞，身近࡞事ࡽ࠿考え࡚答えࡿ。

㸲 学習計画

学期 月 学習内容㸦༢元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価の࣏インࢺ

序章 世界史への扉 ࣭人類ࡀ自然環境࡟適応し࡞ ࣭教科書࡟掲載さ࡚ࢀいࡿ図版

進໬し，農耕࣭牧畜をᇶࡽࡀ や写真を適ษ࡟活用し,人類の

礎࡜すࡿ諸文明を築ࡆୖࡁた 誕生࡜進໬の過程を把握࡛ࡁた

。気付く࡟࡜ࡇ 。࠿

第㸯章 地中࡜ࢺエンࣜ࢜ ࣭西アࢪア世界の地理的特質 ࣭地図･資料を用い࡚，ࣜ࢜エ

㸲 海 を把握し，ࣜ࢜エンࢺ文明の ンࢺ世界･地中海世界を比較࡛

盛衰，エ࣮ゲ文明，ギࣜࢩア 。࠿ࡿい࡚ࡁ

文明の特徴を理࣒ࢬニ࣭ࣞ࣊ 世界࣭地中海世界ࢺエン࣭ࣜ࢜

解すࡿ。 の特色を風土をふࡲえࡘࡘ理解

࣭都市国家ࡽ࠿大帝国࡟発展 。࠿ࡿい࡚ࡁ࡛

した࣮࣐ࣟ文明の特質を理解

すࡿ。

第㸰章 アࢪア࣭ア࣓ࣜ࢝ ࣭༡･東༡アࢪアの地理的特質 ࣭都市文明を特徴࡜すࡿインダ

の古代文明 を把握し，インࢻ文明のᡂ立 。࠿たࡁい࡚把握࡛ࡘ࡟文明ࢫ

発展，独自の宗教࣭社会制࡜ ࣭イン࡟ࢻ侵入したア࣮ࣜア人

度࡝࡞，༡･東༡アࢪア世界の ࡇ定住し࡚諸国家を形ᡂしたࡀ

形ᡂ過程を理解すࡿ。 。࠿たࡁを把握࡛࡜

࣭中国文明の起源，殷࣭周の

第 ᡂ立ࡽ࠿秦࣭漢帝国の動向ࡲ

࡛を理解すࡿ。

㸯 ࣭先住民ࡿࡼ࡟༡໭ア࣓ࣜ࢝

㸳 文明の形ᡂ࡜その特色を理解

学 すࡿ。

第㸱章 内陸アࢪア世界࣭ ࣭内陸アࢪアの地理的特質を ࣭東アࢪア࡟ᡂ立した中華文明

期 東アࢪア世界の形ᡂ 把握し，台頭した遊牧民࡜そ ア世界の形ᡂ，国家ࢪ内陸ア࡜

の国家の動向を，࢜アࢫࢩ民 のᡂ立，遊牧民࡜の抗争，唐の

の活動࡟ࡶ࡜࡜理解すࡿ。 支配体制及びその制度を取ࡾ入

࣭東アࢪアࡿࡅ࠾࡟໭方遊牧 の国家形ᡂの過程࡝࡞た日本ࢀ

民族の動向࡜，୕国時代ࡽ࠿ を理解࡛ࡁた࠿。

魏晋༡໭朝࡜いう中国のศ裂

。ࡿ動乱の時代を理解す࡜

第㸲章 イ࣒࣮ࣛࢫ世界の ࣭イ࣒࣮ࣛࢫ世界ᡂ立の背景 ࣭イ࣒࣮ࣛࢫ教のᡂ立࡜アࣛࣈ

形ᡂ࡜発展 ࡿࡼ࡟人ࣈその特質，アࣛ࡜ 人の活動，イ࣒࣮ࣛࢫ法࡟ᇶ࡙

発展࡜イ࣒࣮ࣛࢫ帝国の形ᡂ くイ࣒࣮ࣛࢫ帝国の拡大ࡘ࡟い

を理解すࡿ。 ࡚把握࡛ࡁた࠿。



ࡑ࡜特質ࡢ文明࣒࣮ࣛࢫ࢖࣭

内ࡢ文໬活動࡜影響，学問ࡢ

容，࣒࣮ࣛࢫ࢖都市を中心࡜

したネࢵトワ࣮ࡢࢡ役割を理

㸴 解すࡿ。

第㸳章 ࣮ࣚロࢵパ世界ࡢ ࣭࣮ࣚロࢵパࡢ風土，ゲࣝマ ࣭西࣮ࣚロࢵパࡢ形成，ࢫࣜ࢟

形成࡜発展 ン人ࡢ移動，西࣮ࣚロࢵパ世 ト教࡜人びࡢ࡜生活，国王ࡢ中

界ࡢ形成，西࣮ࣚロࢵパ封建 央集権໬ࡿࡼ࡟封建制ࡢ定着࡞

社会，࢝トࣜࢡࢵ教会࡜文໬， 。࠿たࡁい࡚把握࡛ࡘ࡟࡝

ビࢨンࢶ帝国࡜東࣮ࣚロࢵパ

世界ࡢ形成，都市ࡢ発達࡜王

権ࡢ伸長࡟関すࡿ資料を活用

し，基本的知識を身࡟付けࡿ。

第㸴章 内陸࢔ࢪ࢔世界࣭ ࣭契丹･女真･ࣔンࣝࢦを中心 ࣭13世紀ࣔࡢンࡀࣝࢦ広大࡞地

東࢔ࢪ࢔世界ࡢ展開 ࣘࡀ動向ࡢ࢔ࢪ࢔した内陸࡜ 域を支配すࡿ過程を知ࡿこࡀ࡜

㸵 再編࡜交流ࡢ諸地域࢔ࢩ࣮ࣛ ࡢ元寇ࡀた，日本ࡲ。࠿たࡁ࡛

い࡚考察ࡘ࡟果たした役割࡟ 危機を乗ࡾ越えたこ࡜を把握࡛

すࡿ。 。࠿たࡁ

第㸵章 繁ࡢ諸地域࢔ࢪ࢔ ࣭16世紀～18世紀࠿࡟け࡚ࡢ ࣭16～18世紀ࡢ中国࡜東࢔ࢪ࢔

栄 社会や文ࡢ諸地域世界࢔ࢪ࢔ 。࠿たࡁ情勢を把握࡛ࡢ

໬ࡢ特質ࡘ࡟い࡚考察すࡿ。

第㸶章 近世࣮ࣚロࢵパࡢ ࣭ࣝネࢧンࢫ，大航海時代， ࣭新しい࣮ࣚロࢵパ文໬࡜し࡚

形成 ࡢࡑ࡜古文明ࡢ大陸࣓࢝ࣜ࢔ ࡁ࡛ࡀ࡜こࡿを知ࢫンࢧネࣝࡢ

㸷 後ࡢ変貌，宗教改革ࡢ動向を た࢔ࢪ࢔。࠿･中南米࡟物産を

理解すࡿ。 求め࡚࣮ࣚロࢵパ各国ࡀ進出し

࣭主権国家体制ࡢ特色，࣮ࣚ たこ࡜を理解࡛ࡁた࠿。宗教改

ロࢵパ国際関係࡜商業覇権ࡢ 革ࡘ࡟い࡚ࡣ触ࡿࢀ程度࡜す

推移，大西洋三角貿易ࡢ歴史 重商࡜絶対主義ࡿࡼ࡟国王。ࡿ

的意義ࡘ࡟い࡚考察すࡿ。 主義ࡿࡼ࡟植民地໬を理解࡛ࡁ

第㸷章 近世࣮ࣚロࢵパ世 ࣭17世紀～18世紀࠾࡟けࣚࡿ た࠿。

界ࡢ展開 ࣮ロࢵパ主権国家諸国ࡢ動向

を理解す࡜ࡿ共࡟，各国࡜ࡢ

特徴ࡢࡑ࡜た重商主義政策ࡗ

を理解すࡿ。

第 10 第10章 近代࣮ࣚロࢵパ࣭ ࣭産業革命ࡢ背景，技術革新， 産業革命ࡿࡲ始ࡽ࠿ࢫࣜࢠ࢖࣭

成立ࡢ世界࣓࢝ࣜ࢔ 交通革命ࡢ仕組ࡳを ࡢ࣓࢝ࣜ࢔パ及びࢵロ࣮ࣚ，࡜

２ 理解し,ࡢࡑࡀࢫࣜࢠ࢖ࡐ࡞舞 革命ࡿࡼ࡟国民国家形成࡜いう

台ࡾ࡞࡜繁栄した࠿考察すࡿ。社会変革ࡘい࡚理解࡛ࡁた࠿。

学 革命ࢫ革命,フࣛン࣓࢝ࣜ࢔࣭

誕生ࡀ市民社会࡟うࡼࡢ࡝࡛

期 した࠿理解すࡿ。

第11章 欧米࠾࡟けࡿ近代 ࣭ウ࣮࢕ン体制ࡢ成立ࡑ，࡜ ࣭࣮ࣚロࢵパ各国࢔ࢪ࢔ࡿࡼ࡟

国民国家ࡢ発展 自ࡢた諸国ࡗࡀ広࡟体制下ࡢ 地域ࡢ植民地໬，特࡟中国࡟対

由主義࡜ナࣙࢩナࣜࡢ࣒ࢬ運 すࡿ利権争いࡢ激烈໬ࡘ࡟い࡚

動を理解すࡿ。 把握࡛ࡁた࠿。

11 領土拡張ࡢ合衆国࣓࢝ࣜ࢔࣭

発展を理解ࡢ南໭戦争以後࡜

すࡿ。

第12章 動ࡢ諸地域࢔ࢪ࢔ ࣭西࠾࡟࢔ࢪ࢔けࢫ࢜ࡿマン ࣭日本࡛江戸幕府ࡀ倒ࢀ，明治

揺 帝国支配ࡢ動揺࡜改革，ࢪ࢔ 維新ࡀ起こࡗたこ࡜，日本ࡢ朝

。ࡿ動向を理解すࡢ諸国࢔ 鮮進出を理解࡛ࡁた࠿。

第13章 帝国主義࢔ࢪ࢔࡜ ࣭࣮ࣚロࢵパ諸国ࢪ࢔ࡿࡼ࡟ ࣭࣮ࣚロࢵパ各国ࡢ帝国主義を

民族運動ࡢ 植民地໬をめࡢ࢝フࣜ࢔࣭࢔ 進展をࡢ帝国主義ࡢた日本ࡡࡲ



12 フリカ࢔࣭࢔ࢪ࢔࡜競合ࡿࡄ 把握࡛࠿ࡓࡁ。

歴史的意義を考察すࡢ対応ࡢ

。ࡿ

第14章 ஧ࡢࡘ世界大戦 ࣭第一次世界大戦後ࡢ世界ࡢ ࣭ᮍ曾有ࡢ戦禍を引ࡁ起ࡇしࡓ

変化ࡘ࡟い࡚，第஧次世界大 㸰度ࡢ大戦ࡼࡢ࡝，ࡀう࡞社会

㸯 戦へࡓࡗࡀ࡞ࡘ࡜問題点を含 情勢ࡢ中࡛࠿ࡢࡓࡁ࠾を理解࡛

。ࡿ考察す࡟多角的，ࡵ 。࠿ࡓࡁ

࣭フࢩ࢓ズムࡢ特徴ࡘ࡟い࡚

第 理解すࡿ。

第15章 冷戦࡜第三世界ࡢ ࣭第஧次世界大戦後，米ソを ࣭大戦後ࡢ米ソ冷戦及び世界ࡢ

㸱 㸰 独立 中心࡜しࡓ冷戦体制ࡀᡂ立し, 政治情勢࡜植民地ࡢ独立ࡘ࡟い

東西両陣営࡟世界ࡀศ裂しࡓ ࡚把握࡛࠿ࡓࡁ。ᖹ和ࡢ大ษࡉ

学 。ࡿを理解す࡜ࡇ を理解࡛࠿ࡓࡁ。

第16章 現在ࡢ世界 ࣭東欧諸国ࡢ民主化࡜ソ連ࡢ ࣭現代ࡢ国際問題，科学技術ࡢ

期 社会主義体制ࡢ崩壊ࡘ࡟い࡚，発達࡜現代文明࡟関すࡿ資料を

そࡢ歴史的意味を多角的࡟考 収集࣭選択࣭活用すࡶ࡜࡜ࡿ

㸱 察すࡿ。 過程や結果ࡓ追究し考察し，࡟

࣭世界࡛多発すࡿ地域紛争࡜ をࣞポ࣮トࡵ࡜ࡲ࡟，発表すࡿ

同時多発テࣟ後ࡢ戦争，紛争 。࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

解決や軍縮ࡢ試ࡳを理解すࡿ。

㸳 学習評価

(1) 評価ࡢ観点及び内容ࡘ࡟い࡚

以下࡟示す㸲ࡢࡘ観点࡟基࡙ࡁ，学習内容࡟࡜ࡈࡾࡲ࡜ࡲࡢ評価を行い，学ᖺᮎ࡟㸳段階ࡢ評

定࡟総括しࡲす。࠾࡞，学習計画࡟示ࠕࡓࢀࡉ評価ࡢポイントࠖࡣ㸲ࡢࡘ観点࡜結び付いࡓ具体

的࡞評価基準࡜考えࡲす。

評 価 ࡢ 観 点 及 び 内 容

㸯 関心࣭意欲࣭態度 世界ࡢ歴史ࡢ大࡞ࡁ枠組࡜ࡳ流࡟ࢀ対すࡿ関心࡜課題意識を高ࡵ，意

欲的࡟追求す࡟ࡶ࡜࡜ࡿ，国際社会࡟主体的࡟生ࡿࡁ国家࣭社会ࡢ一員

。࠿ࡓし࡜そうࡓ責任を果ࡢし࡚࡜

㸰 思考࣭判断 世界ࡢ歴史ࡽ࠿課題を見いࡔし，文化ࡢ多様性࡜現代世界ࡢ特質を世

界的視㔝࡟立࡚ࡗ多面的࣭多角的࡟考察す࡟ࡶ࡜࡜ࡿ国際社会ࡢ変化を

踏ࡲえ公正࡟判断࡛࠿ࡓࡁ。

㸱 資料活用ࡢ技能࣭表現 世界ࡢ歴史ࡘ࡟い࡚ࡢ諸資料を収集し，有用࡞情報を選択し࡚活用す

追求，࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡅ付࡟方法を身ࡿを通し࡚歴史的஦象を追求す࡜ࡇࡿ

し考察しࡓ過程や結果を適ษ࡟表現࡛࠿ࡓࡁ。

㸲 知識࣭理解 世界ࡢ歴史ࡘ࡟い࡚ࡢ基ᮏ的࡞஦柄を，ᡃࡀ国ࡢ歴史࡜関連ࡀ࡞ࡅࡘ

。࠿ࡓࢀࡽࡅ付࡟理解し，身ࡽ

(「) い࡚ࡘ࡟評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ◎ ◎ 学習活動へࡢ参加ࡢ態度

提出物 ◎ ◎ ◎ ◎ プリント࡝࡞

ノ࣮ト ◎ ○ ○ ○ ᖺ間5回提出

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ ᖺ間5回実施

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特࡟㔜視す࡜ࡿいう意味࡛す㸧



ᖹ成㸰８ᖺ度 数学Ａࡢシラバス 
 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用すࡿ教科書 

科目名 数学Ａ 単位数 㸱 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸰学ᖺ 

使用すࡿ教科書 東京書籍 新 数学Ａ 

副教材等 ニュ࣮ファ࣮スト 新 数学Ａ 

 

㸰 学習目標 

 場合ࡢ数࡜確率,整数ࡢ性質又ࡣ図形ࡢ性質ࡘ࡟いて学習しますࠋ基礎的࡞知識ࡢ習得࡜技能ࡢ習熟を

図ࡾ,஦象を数学的࡟考察すࡿ能力を養いましࡻうࠋ数学ࡼࡢさを認識゙ࡼࡿࡁう࡟すࡽࢀࡑ,࡟ࡶ࡜࡜ࡿ
を活用していくࡼ࡜い゙しࡻうࠋ 

 

㸱 学習方法 

 大ษ࡟して欲しいࡣࡢ授業゙すࠋ授業をしࡾ࠿ࡗ聞いてノ࣮トをࠊࡾ࡜授業中ࡢ演習ࡢ中゙理解を深ࡵ

て欲しい࡜思いますࠋまࠊࡓ問題集ࡢ゙࡝࡞復習を通してࠊ理解しࡓෆ容を定着さࡏましࡻうࠋ 
 ࠋさいࡔてくࡗを味わࡧ喜ࡢࡁ࡜ࡓ苦労して解けࠊࡦࡐ 

 
㸲 学習計画 

学期 学習ෆ容㸦単元名㸧 学習஦㡯࣭学習活動 評価ࡢポイント 

 
 

第 
 

㸯 
 

学 
 

期 
 

 
 

1章 場合ࡢ数࡜確率 
1節 場合ࡢ数 

1 集合 
2 集合ࡢ要素ࡢ個数 

3 和ࡢ法則࡜積ࡢ法則 
 

 
 

4 㡰列 
5 㡰列ࡢ利用 

6 重複㡰列 
7 ෇㡰列 

8 組合ࡏ 
9 組合ࡢࡏ利用 

 

 
 

࣭部ศ集合 
࣭共通部ศ࡜和集合 

࣭空集合࡜全体集合 
࣭集合ࡢ要素ࡢ個数 

࣭和ࡢ法則࣭積ࡢ法則 
 

࣭㡰列 
࣭重複㡰列 

࣭෇㡰列 
࣭組合ࡏ 

 

 部ศ集合,全体集合,補集合,共通部ศ
,和集合ࡢ࡝࡞集合ࡢ表し方,用語,記号

を,図を用いて理解し,記号を使ࡗて表
すこࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜集合ࡢ要素ࡢ個数を

求ࡿࡵこࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜ 
 和ࡢ法則や積ࡢ法則ࡘ࡟いて,具体例

を用いて理解し,場合ࡢ数を効率ࡼく求
 ࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜こࡿࡵ

 㡰列ࡢ意味を理解し,公式を用いて基
本的࡞㡰列ࡢ総数を求ࡿࡵこࡁ゙ࡀ࡜

 ࠋࡿ
 条件ࡘࡢいࡓ㡰列ࡢ総数を求ࡿࡵこ

 ࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜
 重複㡰列࣭෇㡰列ࡢ意味を理解し,総

数を求ࡿࡵこࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜ 
 組合ࡢࡏ意味や性質を理解し,公式を

用いて基本的࡞組合ࡢࡏ総数を求ࡿࡵ

こࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜組合ࡢࡏ考え方をいࢁ

い࡞ࢁ場面࡟利用して,組合ࡢࡏ総数を
求ࡿࡵこࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜ 

 
 

 
 第 

 
㸰 

 
学 

 
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2節 確率 
1 確率ࡢ意味 

2 確率ࡢ計算 
3 独立࡞試行ࡢ確率 

4 反復試行ࡢ確率 
5 条件ࡁࡘ確率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2章 図形ࡢ性質 

1節 三角形ࡢ性質 

1 三角形࡜比 

2 三角形ࡢ重心࣭外心࣭ෆ

心 

3 角ࡢ஧等ศ線࡜線ศࡢ比 

 

 
 

 
2節 ෇ࡢ性質 

1 ෇周角ࡢ定理 
2 ෇࡟ෆ接すࡿ四角形 

 
࣭試行࡜஦象 

࣭確率ࡢ計算 
࣭独立࡞試行 

࣭反復試行 
࣭排反஦象ࡢ確率 

࣭余஦象ࡢ確率 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
࣭比ࡢ定理 

࣭中点連結定理 
࣭重心࣭外心࣭ෆ心 

 
 

 
 

 
࣭෇周角ࡢ定理 

࣭෇ࡢ接線 
࣭方べࡢࡁ定理 

 試行࡜஦象,஦象ࡢ確率ࡘ࡟いて学ࡧ
,確率ࡢ意味を知ࡾ,基本的࡞確率を求

 ࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜こࡿࡵ
 場合ࡢ数を࡟࡜ࡶ,確率を求ࡿࡵこ࡜

加法定理を理解ࡢ確率,ࡓまࠋࡿࡁ゙ࡀ
し,排反஦象࡟ศけて確率を求ࡿࡵこ࡜

こࡿࡵ余஦象を利用して求ࠋࡿࡁ゙ࡀ

 ࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜

 独立࡞試行ࡢ確率ࡀ積ࡢ法則ࡾࡼ࡟
求ࢀࡽࡵこ࡜を理解し,簡単࡞独立࡞試

行ࡢ確率を求ࡿࡵこࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜ 
反復試行ࡘ࡟いて理解し,簡単࡞場合ࡢ

反復試行ࡢ確率を求ࡿࡵこࡿࡁ゙ࡀ࡜

 ࠋ

条件ࡁࡘ確率ࡢ意味を理解すࠋࡿ 
 三角形࡜比ࡢ定理࡜中点連結定理を

理解し,ࡽࢀࡑを利用して,線ศࡢ長さ
を求ࡿࡵこࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜ 

 三角形ࡢ中線,辺ࡢ垂直஧等ศ線,角
重ࡢ性質を考察し,三角形ࡢ஧等ศ線ࡢ

心,外心,ෆ心ࡢ性質を利用して,線ศࡢ
長さや角ࡢ大ࡁさを求ࡿࡵこࡁ゙ࡀ࡜

 ࠋࡿ
 三角形ࡢ角ࡢ஧等ศ線࡜線ศࡢ比ࡢ

定理を理解しࢀࡑを用いࡿこࡁ゙ࡀ࡜

 ࠋࡿ

 ෇周角ࡢ定理を理解し,ࢀࡑを利用し
て角ࡢ大ࡁさを求ࡿࡵこࠋࡿࡁ゙ࡀ࡜



3 ෇࡜直線 
4 接線࡜弦ࡘࡢくࡿ角 
5 方べࡢࡁ定理 
 ෇ࡢࡘ 2 6
 

࣭㸰ࡢࡘ෇ 
 

また,෇周角ࡢ定理ࡢ逆を利用し࡚,4 
点ࡀ同一෇周ୖ࡟あ࡝࠿ࡿう࠿を判断

 。ࡿࡁ゙
 ෇࡟ෆ接すࡿ四角形ࡢ定理を理解し,
そࢀを利用し角ࡢ大ࡉࡁを求࡜ࡇࡿࡵ

 。ࡿࡁ゙ࡀ
 ෇ࡢ接線ࡢ性質,接線ࡢ長ࡘ࡟ࡉい࡚
理解し,そࡽࢀを利用し࡚,接線ࡢ長ࡉ
や୕角形ࡢ辺ࡢ長ࡉを求゙ࡀ࡜ࡇࡿࡵ

 。ࡿࡁ
 接線࡜弦ࡘࡢくࡿ角ࡢ定理を理解し,
そࢀを利用し࡚,角ࡢ大ࡉࡁを求ࡇࡿࡵ
 。ࡿࡁ゙ࡀ࡜
 ෇2࡜ᮏࡢ直線ࡘࡀくࡿ線ศࡢ長ࡢࡉ
関係を考察し,方べࡢࡁ定理ࡀ成ࡾ立ࡘ
ࡽࡉ能力をࡿ対す࡟を理解し,図形࡜ࡇ
 。すࡤ伸࡟
共通࡟෇ࡢࡘ2,࡜位置関係ࡢ෇ࡢࡘ2 
すࡿ接線ࡢ数ࡘ࡟い࡚考察すࡿ。 

 
 第 
 㸱 
学 

 期 
 

 
 
 

3節 作図 
1 基ᮏࡢ作図 
2 いࢁい࡞ࢁ作図 
 
3章 整数ࡢ性質 
1節 約数࡜倍数 
1 約数࡜倍数 
2 最大公約数࡜最小公倍数 
 

࣭垂直஧等ศ線 
࣭垂線 
࣭角ࡢ஧等ศ線 
 
࣭約数࣭倍数࣭素数 
࣭素因数ศ解 
 
 
࣭最大公約数࣭最小公倍数 
 
 

 垂直஧等ศ線,垂線,角ࡢ஧等ศ線ࡢ
作図方法を理解し,そࡢ作図ࡿࡁ゙ࡀ。 
 
 
 約数,倍数,素数,素因数ศ解ࡢ࡝࡞整
数࡟関すࡿ 基ᮏ的概念ࡘ࡟い࡚理解し
,約数,倍数を求ࡵたࡾ, 素因数ศ解し
たࡾすࡿࡁ゙ࡀ࡜ࡇࡿ。 
 最大公約数,最小公倍数ࡢ求ࡵ方を理
解し,ࢀࡇを 利用し࡚,問題を解決すࡿ
最小࡜また,最大公約数。ࡿࡁ゙ࡀ࡜ࡇ
公倍数ࡢ関係を理解すࡿ。 

 
 
 
㸳 学習評価 
(1) 評価ࡢ観点及びෆ容ࡘ࡟い࡚ 
 以ୗ࡟示す四ࡢࡘ観点࡟基࡙ࡁ，学習ෆ容ࡢま࡜ま࡟࡜ࡈࡾ評価を行い，学年ᮎ࡟ 㸳段階ࡢ評定࡟総括し
ます。 
 。考えます࡜評価基準࡞結び付いた具体的࡜観点ࡢࡘ四ࡣポイントࠖࡢ評価ࠕたࢀࡉ示࡟学習計画，࠾࡞ 
評  価  ࡢ  観  点  及  び  ෆ  容 
㸯 関心࣭意欲࣭態度  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学 ，ちࡶ興味࣭関心を࡟諸概念࡞数理的ࡿ関すࠖ࡟

そࡽࢀを意欲的࡟探究す࡟ࡶ࡜࡜ࡿ，数学を活用しࡼう࡜すࡿ。 
㸰 数学的࡞見方や考え方  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学ࠖ࠾࡟けࡿいࢁい࡞ࢁ஦象ࡘ࡟い࡚，数学的࡟

 。ࡿࡁ表現゙，ࡾ考察した࡟え࡚論理的ࡽ࡜
㸱 数学的࡞技能  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学ࠖࡘ࡟い࡚஦象を数量や図形を用い࡚適ษ࡟処

理゙ࡿࡁ。 
㸲 知識࣭理解  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学 ，概念や原理࣭法則を理解し࡞基ᮏ的ࡿ関すࠖ࡟

知識を身࡟付けࡿࢀࡽ。 

 い࡚ࡘ࡟評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ(2)

評価方法 観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ○ ○ 授業中ࡢ態度。 

提出物 ◎ ○ ◎ ◎ プリントや問題集。再提出あࡾ。 

ノ࣮ト ◎ ○ ○ ○ 再提出あࡾ。 

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ 年㸳回考査。 

㸦◎ࡣ観点ࡢ中゙特࡟重視す࡜ࡿいう意味゙す。㸧 

 
 



ᖹ成 28ᖺ度 生物基礎ࡢ学習㸦シࣛバス㸧 

 

㸯 科目ྡ，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用ࡿࡍ教科書 

科目ྡ 生物基礎 単位数 㸰 履修学ᖺ࣭区分 第㸰学ᖺ 

使用ࡿࡍ教科書 高校生物基礎㸦実教出版㸧 

副教材等 アࢡセスࢺ࣮ࣀ生物基礎㸦実教出版㸧 

 

㸰 学習目標 

特徴ࡢ細胞ࡣࡎࡲ，ࡣ授業࡛ࡢ生物基礎。ࡍࡲい࡚ࢀࡽ作ࡽ࠿ࡢࡶࡿࢀࡤ呼࡜細胞，ࡣ生物ࡢべ࡚ࡍ

や働ࢆࡁ学び，そこࡽ࠿生物ࡢ設計図࡛あࡿ遺伝子࡟思いࢆ馳ࡍࡲࡏ。さࡣ࡟ࡽ生物ࡢ内的環境࡜外的

環境ࡶ࡟目ࢆ向け，生物ࡀ日常的࡟行࡚ࡗいࡿ様々࡞反応ࡘ࡟い࡚広く学習しࡍࡲ。 

生物基礎࡛ࡣ生物や生物現象ࡘ࡟い࡚ࡢ観察，実験ࢆ行い，自然࡟対ࡿࡍ関心や探究心ࢆ深ࡵ，生物

 。ࡍࡲし࡜目標ࢆ࡜養うこࢆ見方や考え方࡞総合的ࡿࡍ対࡟

 

㸱 学習方法 

ձ 生物࡟関ࡿࡍ内容ࢆ扱ࡓࡗテࣞビ番組や新聞記事࡟，積極的࡟触ࡲࡳ࡚ࢀしࡻう。 

ղ ࡣ࡟ࢺ࣮ࣀ，板書ࢆ写ࡔࡍけ࡛࡞く，口頭࡛ࡢ説明࡜ࢇࡕࡁࡶ記入しࡲしࡻう。 

ճ 授業ࢆ受け࡚い࡚解࡞ࡽいこࡀ࡝࡞࡜あࡓࡗ場合ࡣ࡟，そࡎࡏ࡟ࡲࡲࡢ遠慮࡞く質問しࡲしࡻう。 

մ 実験࣭観察ࡣ重要࡛ࡍ。目的や方法࡜ࢇࡕࡁࢆ理解し，実験࡟臨ࡲࡳしࡻう。ࡓࡲ，ࣞポ࣮ࡣ࡟ࢺ

 。うࡻしࡲࡁ書ࡎ必ࢆ考察ࠖࠕ࡟他ࡢ結果ࠖࠕ

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元ྡ㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポインࢺ 

第 

㸯 

学 

期 

㸯章 生物ࡢ特徴 

㸯節 生物ࡢ共通性࡜多

様性 

 

 

㸰節 細胞࡜エ࣮ࢠࣝࢿ 

 

 

 

 

 

 

 

㸰章 遺伝子࡜そࡢ働ࡁ 

㸯節 遺伝情報࡜ＤＮＡ 

 

㸯 いࢁい࡞ࢁ生物 

㸰 生物ࡢ共通性ࡢ由来 

㸱 細胞ࡢ特徴 

 

㸯 代謝࡜エ࣮ࢠࣝࢿ 

㸰 酵素 

㸱 呼吸 

㸲 光合成 

㸳 ࢥࢺ࣑ンࣜࢻア࡜葉緑体

 起源ࡢ

 

 

 

㸯 ࡜࣒ࣀࢤ遺伝子 

࣭生物ࡢ共通性࡟触ࢀ，細胞ࡢ構

造や働ࡘ࡟ࡁい࡚理解ࡿࡍ。 

࣭原核生物࡜いࡓࡗ細胞ࡢ違い࡟

 。ࡿࡍ理解ࢆ分類ࡢ生物ࡿࡼ

 

࣭代謝ྠࡣ࡟化࡜異化ࡀあࡿこ࡜

 。ࡿࡍ理解ࢆ

࣭酵素ࡢ働࡜ࡁ性質ࢆ理解ࡿࡍ。 

࣭呼吸࡜光合成ࡘ࡟い࡚，そࡢし

くࢆࡳ理解ࡿࡍ。 

࣭細胞小器官ࡢ起源ࢆ通し࡚，細

胞内共生説ࢆ理解ࡿࡍ。 

 

࣭ＤＮＡࡀ遺伝子ࡢ本体࡛あࡿこ

 。い࡚学ぶࡘ࡟実験ࡓ証明しࢆ࡜



 

 

 

㸰節 遺伝情報の分配 

㸰 ＤＮＡ研究の歴史 

㸱 ＤＮＡの構造 

 

㸯 細胞分裂࡜ＤＮＡ 

࣭ＤＮＡの二重ࡽせࢇ構造ࡘ࡟い

࡚視覚的࡟も理解すࡿ。 

 

࣭体細胞分裂࡜ＤＮＡ࡜の量的関

係ࢆ理解すࡿ。 

第 

㸰 

学 

期 

㸱節 遺伝情報࡜タンࣃ

 質の合成ࢡ

 

 

 

 

㸱章 生物の体内環境࡜

 の維持ࡑ

㸯節 体内環境 

 

 

㸰節 体内環境の維持の

しくࡳ 

 

 

 

㸱節 免疫 

㸯 遺伝子࡜タンࢡࣃ質 

㸰 タンࢡࣃ質の合成 

㸱 遺伝子の発現 

 

 

 

 

 

㸯 体液࡜体内環境 

㸰 恒常性࠿࠿࡟わࡿしくࡳ 

 

㸯 自律神経系ࡿࡼ࡟調節 

㸰 ホࣝモンࡿࡼ࡟調節 

㸱 自律神経系࡜ホࣝモン࡟

 調節ࡿࡼ

 

㸯 生体防御 

㸰 免疫のしくࡳ 

タ࣭ンࢡࣃ質ࡀ生体࡟多く含ࢀࡲ，

重要࡞役割ࢆ担࡚ࡗいࡿこࢆ࡜理

解すࡿ。 

࣭タンࢡࣃ質の合成過程ࢆ，ＤＮ

Ａ࡜関連࡙け࡚理解すࡿ。 

 

࣭恒常性ࢆ知ࡾ，体液の循環ࡘ࡟

い࡚理解すࡿ。 

࣭恒常性࡟関し࡚腎臓や肝臓の果

 。ࡿ理解すࢆ役割ࡿし࡚いࡓ

 

࣭自律神経系の働ࢆࡁ理解すࡿ。 

࣭種々のホࣝモンࢀࡒࢀࡑ࡜の働

血糖量調節や体温調節࡟ࡽさ，ࡁ

のしくࢆࡳ詳しく理解すࡿ。 

 

࣭生体防御法࡛あࡿ免疫の種類࡜

しくࡘ࡟ࡳい࡚深く理解すࡿ。 

࣭ア࣮ࣞࣝࢠや免疫不全ࡀあࡿこ

 。ࡿ把握すࢆ࡜

第 

㸱 

学 

期 

㸲章 生物の多様性࡜生

態系 

㸯節 植生࡜遷移 

 

 

 

 

㸰節 気候ࣂ࡜イオ࣮ム 

 

 

㸱節 生態系࡜物質循環 

 

 

 

 

㸯 植物の生活࡜環境 

㸰 植生ࡑ࡜の構造 

㸱 遷移࡜極相 

 

 

㸯 ࣂイオ࣮ムの分布 

 

 

㸯 生態系 

㸰 エネ࣮ࣝࢠの流࡜ࢀ物質

循環 

࣭植物࡜環境࡜の関係ࢆ光合成や

蒸散࡜いࡓࡗ観点ࡽ࠿理解すࡿ。 

࣭森林の構造や植物の種類ࢆ通し

࡚植生ࢆ理解すࡿ。 

࣭植生の移ࡾ変わࢆࡾ，周囲の環

境の変化࡜併せ࡚理解すࡿ。 

 

࣭気温࣭降水量ࣂ࡜イオ࣮ムࢆ࡜

関連࡙け࡚理解すࡿ。 

 

࣭様々࡞生態系ࡑ࡜のࣂランス࡟

の࣮ࢠい࡚，物質循環やエネࣝࡘ

流ࢆࢀ通し࡚理解すࡿ。 



 

 

㸲節 生態系ࡢバランス

 保全࡜

㸱 生態系ࡢバランス 

 

㸯 人間生活࡜生態系 

㸰 生態系ࡢ保全 

 

 

人間生活ࡀ生態系࡟与えࡿ悪影響

 。対応策を深く学ぶࡢへࢀそ，࡜

 

㸳 学習評価 

 (1) 評価ࡢ観点及び内容ࡘ࡟い࡚ 

 以下࡟示す四ࡢࡘ観点࡟基࡙ࡁ，学習内容ࡢま࡜ま࡟࡜ࡈࡾ評価を行い，学年ᮎ࡟ 㸳段階ࡢ評定࡟総

括します。࡞お，学習計画࡟示ࠕࡓࢀࡉ評価ࡢポイントࠖࡣ四ࡢࡘ観点࡜結び付いࡓ具体的࡞評価基準

 。考えます࡜

評  価  ࡢ  観  点  及  び  内  容 

㸯 ࠕ関心࣭意欲࣭態度ࠖ 日常生活や社会ࡢ࡜関連を図ࡽࡀ࡞ࡾ生物や生物現象࡟関心をもࡕ，

意欲的࡟探究しࡼう࡜す࡜࡜ࡿも࡟，生物ࡢ共通性࡜多様性を意識す

 。ࡿ付け࡚い࡟見方や考え方を身࡞科学的，࡝࡞ࡿ

㸰 ࠕ思考࣭判断࣭表現ࠖ 生物や生物現象ࡢ中࡟問題を見いࡔし，探究すࡿ過程を通し࡚，事象

を科学的࡟考察し，導ࡁ出ࡓࢀࡉ考えを的確࡟表現し࡚いࡿ。 

㸱 ࠕ観察࣭実験ࡢ技能ࠖ 生物や生物現象࡟関すࡿ観察࣭実験࡝࡞を行い，基ᮏ操作を習得すࡿ

事物࣭ࡢ記録࣭整理し，自然࡟過程や結果を的確ࡢࡽࢀそ，࡟も࡜࡜

現象を科学的࡟探究すࡿ技能を身࡟付け࡚いࡿ。 

㸲 ࠕ知識࣭理解ࠖ 生物や生物現象ࡘ࡟い࡚，基ᮏ的࡞概念や原理࣭法則を理解し，知識

を身࡟付け࡚いࡿ。 

 

㸦㸰㸧ࠕ評価ࡢ観点ࠖࡢ評価方法ࡘ࡟い࡚ 

評価方法 観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ◎ ○ 授業中ࡢ態度。 

提出物 ○ ○ ◎ ◎ 実験レポ࣮トや問題集。 

ノ࣮ト ◎ ○ ○ ○ 年㸳回提出。再提出あࡾ。 

定期考査 ○ ◎ ○ ◎ 年㸳回考査。 

㸦◎ࡣ観点ࡢ中࡛特࡟重視す࡜ࡿいう意味࡛す。㸧 



ᖹ成㸰８ᖺ度 体育ࡢ学習ࡢシラバス 

 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用ࡿࡍ教科書 

科目名 体 育 単位数 㸱 履修学ᖺ࣭区分 第㸰学ᖺ 

使用ࡿࡍ教科書  ࡋ࡞ 

副教材等  ࡋ࡞ 

 

㸰 学習目標 

現代社会ࡿࡅ࠾࡟スポ࣮ツࡢ意義や必要性ࢆ理解ࡋ，生涯࡟わࡾࡓ自ࡀࡽ運動ࢆ実践࡛ࡿࡁ能力ࢆ身࡟付ࡿࡅ。ま

学び，༠力࣭責ࢆ特性ࡢや各領域࣭各種目࡜ࡇࡴ組ࡾྲྀ࡟授業ࡾᏲࢆ時間࣭࣮ࣝࣝ，ࡋ配慮࡟い服装࡛Ᏻ全ࡋ正，ࡓ

任ࢆ果ࡋࡓ，運動ࢆ楽ࢆ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴࡋ目標ࡿࡍ࡜。 

 

㸱 学習方法 

様々࡞運動ࢆ通࡚ࡋ，体ࢆ動ࡢ࡜ࡇࡍ࠿楽ࡋさࢆ味わう࡟ࡶ࡜࡜，周囲࡜༠力ࡽࡀ࡞ࡋ技能࣭体力ࢆ向上さࡿࡏ。

まࡓ，自分ࡢ体ࡢ特徴ࢆ知ࡀࡇ࡝，ࡾ強いࡀࡇ࡝，࠿ࡢ弱い࠿ࡢまࡎ把握ࡋ，自分࡟合࣮ࣞࢺࡓࡗニンࢆࢢ組࡛ࢇ実

践ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍうࡿࡍ࡟。体育理論ࡽ࠿科学的࡟学び，体力向上や健康ࡘ࡟い࡚意識ࡋ，実践ࡿࡍ能力ࢆ養う。 

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポインࢺ 

第 

㸯 

学 

期 

〇集団行動 

〇体力ࡾࡃࡘ運動 

〇体育理論 

〇選択ձ 

㺙㺍㺔㺎,㺨㺼㺛㺗㺍㺢㺬㺼㺎㺷, 

༟球,㺨㺼㺢㺼㺮㺻㺢㺻 

〇水泳 

ձ姿勢ղ方向変換ճ集合，整ࢇ࡜，番号，

解散մ列ࡢ増減յ開列ն行進շ礼 

࣭体ほࡢࡋࡄ運動，体力ࢆ高ࡿࡵ運動 

࣭体育理論 

࣭基本技術ࡢ習得 

࣭ゲ࣮ム 

ձ࣮ࣝࣟࢡղᖹ泳ࡂճ背泳ࡂմバࣇࢱラ

イյ横泳ࡂ 

࣭基本動作㸦姿勢࣭方向転換࣭集合࣭整頓  ࣭

 番号࣭列ࡢ増減㸧࠿ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭持久性，スࢻ࣮ࣆ，筋力ࡢ向上ࢆ目指ࡋ 

 。࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ組ࡾྲྀ 

࣭自己ࡢ目標ࢆ設定ࡋ，そࡢ目標ࡾྲྀ࡟組

 。࠿ࡓࡁ࡛ࡾࡓࡋム内࡛༠力࣮ࢳ，ࡾࡔࢇ

 自分，࡟うࡼࡿࡆ泳ࡃ速ࡾࡼ，ࡃ長ࡾࡼ࣭

 ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ組ࡾྲྀ࡚ࡌ応࡟能力ࡢ 

 。࠿ 

第 

㸰 

学 

期 

〇体力ࡾࡃࡘ運動 

〇体育理論 

柔遈,ࢲンス 

 

〇選択ղ,ճ 

㺨㺼㺸㺎㺬㺼㺎㺷,㺡ﾆ㺛,༟球,

㺨㺼㺢㺼㺮㺻㺢㺻,㺝㺪㺢㺬㺼㺎㺷,

㺨㺼㺛㺗㺍㺢㺬㺼㺎㺷,㺙㺍㺔㺎, 

持久走 

࣭体力ࢆ高ࡿࡵ運動 

࣭体育理論 

࣭柔遈㸦ཷ身࣭寝技࣭立ࡕ技等㸧 

 (ンス等ࢲンス，創作ࢲࢡォ࣮ࣇ)ンスࢲ࣭

࣭基本技術ࡢ習得 

࣭ゲ࣮ム 

࣭礼儀作法࣭技ࡢ習得࠿ࡓࡁ࡛ࡀ。 

㺖࣭㺼㺷㺎㺪㺽 㺞࡛㺼㺻㺛ࢆ創作ࡋ,発表࡛࠿ࡓࡁ。 

㺙࣭㺎㺩㺼㺛，㺨㺽㺛，㺸㺚㺎㺪㺼，㺛㺨㺽ｲ㺖࠿ࡓࡁ࡛ࡀ。 

㺕࣭㺊㺍㺟㺬㺼㺎㺷，㺨㺼㺍㺡ｨ㺻㺖㺼࠿ࡓࡁ࡛ࡀ。 

㺙࣭㺎㺩㺼㺛，㺛㺭㺍㺚㺋，㺬㺼㺸㺎࠿ࡓࡁ࡛ࡀ。 

㺚࣭㺻㺖㺼㺷㺛及び㺞㺼㺪㺼㺷㺛ࡢゲ࣮ム࠿ࡓࡁ࡛ࡀ。 

㺨࣭㺽㺛，㺕㺊㺍㺟，㺢㺼㺶㺪㺼㺷，㺚㺋㺎㺢࠿ࡓࡁ࡛ࡀ。 

㺨࣭㺽㺛，㺢㺵㺍㺪㺽，㺢㺼㺶㺪㺼㺷，㺚㺋㺎㺢࡛࠿ࡓࡁ。 

 。࠿ࡓࡁ࡛ࡀゲ࣮ム,ࡋ理解ࢆ࣮࣭ࣝࣝ

第 

㸱 

学 

期 

〇体育理論 

〇選択մ,յ 

㺨㺼㺸㺎㺬㺼㺎㺷,㺡ﾆ㺛,༟球,

㺨㺼㺢㺼㺮㺻㺢㺻,㺝㺪㺢㺬㺼㺎㺷,

㺨㺼㺛㺗㺍㺢㺬㺼㺎㺷,㺙㺍㺔㺎, 

持久走 

࣭体育理論 

࣭基本技術ࡢ習得 

࣭種目毎࡟練習計画ࢆ立࡚，༠力࡚ࡋ準 

 備やゲ࣮ムࢆ行う。 

࣭基本技術ࡢ習得࠿ࡓࡁ࡛ࡀ。 

 ゲ࡚ࡋ立࡚，༠力ࢆムや個人࡛作戦࣮ࢳ࣭

 ࣮ムࡾྲྀ࡟組࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ。 

 ，展開ࢆ自分遉࡛ゲ࣮ム,ࡋ理解ࢆ࣮࣭ࣝࣝ

 運営࡛࠿ࡓࡁ。 

࣭習得ࡓࡋ基本技術ࢆゲ࣮ム࡛活用࡛ࡓࡁ

 。࠿

 

㸳 学習評価 

評価ࡣ，観点㸯ࠕ関心࣭意欲࣭態度ࠖ，観点㸰ࠕ思考࣭判断ࠖ， 観点㸱ࠕ運動ࡢ技能ࠖ，観点㸲ࠕ知識࣭理解ࠖ࡜いう㸲

 。ࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢ次，ࡣ評価方法。ࡍ基࡙い࡚行いま࡟観点ࡢࡘ

 

 

 

 



(1) 評価ࡢ観点及び内容ࡘ࡟い  ࡚

評  価  ࡢ  観  点  及  び  内  容 

㸯 関心࣭意欲࣭態度 
運動ࡢ楽ࡋさや喜びを深く味わうこࡿࡁ࡛ࡀ࡜よう，公正，協力，責任，

参画࡟࡝࡞対ࡿࡍ意欲を持ち，健康࣭安全を確保࡚ࡋ学習࡟主体的࡟取ࡾ組

 。ࡿい࡚ࡋ࡜うࡶ

㸰 思考࣭判断 

 生涯࡟わたࡿ豊࡞࠿スポ࣮ツライフࡢ実現を目指࡚ࡋ，自己や仲間ࡢ課題

た，自己や仲ࡲ。ࡿい࡚ࡋ方を工夫ࡳ組ࡾ取ࡢࡵたࡿࡍ⥆⥅た運動をࡌ応࡟

間ࡢ状況࡟応࡚ࡌ体力を高ࡿࡵたࡢࡵ運動を⥅⥆ࡿࡍたࡢࡵ計画を工夫ࡋ

࡚いࡿ。 

㸱 運動ࡢ技能 
 運動ࡢ合理的࡞実践を通࡚ࡋ，運動ࡢ特性࡟応࡚ࡌ勝敗を競ࡗたࡾ，攻防

を展開ࡋたࡾ，表現ࡋたࡿࡍࡾたࡢࡵ各領域ࡢ運動ࡢ特性࡟応ࡌた段階的࡞

技能を身࡟付け࡚いࡿ。 

㸲 知識࣭理解 

 選択ࡋた運動ࡢ技術㸦技㸧ࡢ名称や行い方，体力ࡢ高ࡵ方，課題解決ࡢ方

法，練習や発表ࡢ仕方，スポ࣮ツを行う際ࡢ健康࣭安全ࡢ確保ࡢ仕方ࡘ࡟い

，特徴ࡢスポ࣮ツࡢ歴史，文化的特性や現代ࡢ方法，スポ࣮ツ࡞具体的ࡢ࡚

運動やスポ࣮ツࡢ効果的࡞学習ࡢ仕方及び豊࡞࠿スポ࣮ツライフࡢ設計ࡢ

仕方を理解࡚ࡋいࡿ。 

 

いࡘ࡟評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ (2)   ࡚

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備  考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ○ ○ 授業中ࡢ態度，取ࡾ組ࡳ。準備࣭片付け，協力等。 

実技 ◎ ○ ◎ ◎ 練習やゲ࣮ム等。 

技能テスト ○ ◎ ◎ ◎ 種目や学期毎࡛実施。 

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特࡟重視࡜ࡿࡍいう意味࡛ࡍ。㸧 

 



ᖹ成㸰㸶ᖺ度 保健ࡢシラバス 

 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修༊ศ，使用ࡿࡍ教科書 

科目名 保 健 単位数 㸯 履修学ᖺ࣭༊ศ 第㸰学ᖺ 

使用ࡿࡍ教科書  最新高等保健体育 㸦大修館書店出版㸧 

副教材等  最新高等保健体育ノ࣮ト㸦大修館書店出版㸧 

 

㸰 学習目標 

人ࡣ生涯ࡢ各段階࡛，࡞ࡲࡊࡲࡉ健康問題࡟出会いࡎࡲ。ࡍࡲ，思春期࡛あࡿ今ࡢ心や体を理解ࡋ，適ษ࡟行動࡛ࡼࡿࡁ

うࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡟目標࡛ࡓࡲ。ࡍ，中高ᖺ期࠾࡟い࡚いࢀࡎ出会う࡛あࢁう健康課題や，ࡢࢀࡒࢀࡑ段階࡛必要ࡿ࡞࡜保健࣭

་療機関ࡢ活用࣭自然環境や社会ࡢ制度࣭食品ࡢ問題࣭労働࡜健康ࡘ࡟い࡚学び，生涯を通ࡓࡌ健康を理解࡜ࡇࡿࡍを第㸰

 。ࡍࡲࡋ࡜目標ࡢ

 

㸱 学習方法 

社会ࡢ大࡞ࡁ変化ࡢ中࡛，健康やᏳ全ࡢ問題ࡣ多様化࡚ࡋいࡍࡲ。ձ新聞や雑誌，テレビ番組やニュ࣮ス࡛，保健㸦健康

問題ࡶ含ࡴ㸧ࡢ内容を扱ࡣࡢࡶࡓࡗ意識的࡟見ࡼࡿう࡟心ࡻࡋࡲࡅࡀう。ղ健康問題ࡢࡑ࡜対策ࡘ࡟い࡚学びࡍࡲ。ճ実習

を通࡚ࡋ実際ࡢ生活ࡢ中࡛使うࡀ࡜ࡇあࡶ࠿ࡿ知࡞ࢀい࡜ࡇをࡾ࠿ࡗࡋ身࡟付ࡻࡋࡲࡅう。 

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポイント 

第 

 

㸯 

 

学 

 

期 

生涯を通ࡿࡌ健康 

㸯思春期࡜健康 

㸰性ࡢ࡬関心࣭欲求࡜性行動ࡢ

選択 

㸱妊娠࣭出産࡜健康 

㸲避妊法ࡢ選択࡜人工妊娠中絶 

㸳結婚生活࡜健康 

 

 ࣭ 男女ࡢ生殖器ࡢ発㐩 

 ࣭ 女性ࡢ性周期 

 ࣭ 男女ࡢ㐪い㸦性差㸧 

 ࣭ ཷ精，妊娠，出産 

 ࣭ 家族計画࡜正ࡋい避妊

法 

 ࣭ 結婚 

 

࣭女性ࡢ性周期㸦月経࣭排卵㸧や男性ࡢ射精ࡢ࡝࡞

性機能を理解࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ。 

࣭性意識࡟関ࡿࡍ男女差を理解࡛࠿ࡓࡁ。 

࣭ཷ精࣭妊娠࣭出産ࡢ過程を説明࡛࠿ࡓࡁ。 

࣭家族計画ࡢ意義や方法を理解࡛࠿ࡓࡁ。 

࣭健康࡞結婚生活を考え࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ。 

第 

 

㸰 

 

学 

 

期 

㸴中高ᖺ期ࡢ健康 

㸵་薬品ࡢࡑ࡜活用 

㸶་療サ࣮ビスࡢࡑ࡜活用 

㸷保健サ࣮ビスࡢࡑ࡜活用 

 保健活動や対策࡞ࡲࡊࡲࡉ10

 

 

社会生活࡜健康 

㸯大気汚染࡜健康 

㸰水質汚濁，土壌汚染࡜健康  

㸱環境汚染を防ࡾྲྀࡄ組ࡳ 

 ࣭ 老化，骨粗ࡻࡋう症 

 ࣭ ་薬品ࡢ正ࡋい使用法 

 ࣭ ་療保険ࡳࡃࡋࡢ 

 ࣭ 保健所࡜保健㺜ﾝﾀ㺎 

 ࣭ 民間࣭ 国際機関ࡢ保健活

動 

 

 ࣭ 大気汚染ࡢ原因 

 ࣭ 水質汚濁，土壌汚染ࡢ原

因 

 ࣭ 環境汚染ࡢ特徴࡜対策 

࣭加齢ࡿࡼ࡟変化を理解࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ。 

࣭་薬品ࡢ正ࡋい使用法ࡀ理解࡛࠿ࡓࡁ。 

࣭་療保険ࡳࡃࡋࡢを理解࡛࠿ࡓࡁ。 

་࣭師࡟対ࡅཷࡋ身࡛ࡃ࡞積極的࡟情報を得࡚判断

 。࠿ࡓࡁを理解࡛࡜ࡇ࡞必要ࡀ努力ࡿࡍ

民࣭間機関࣭ 国際機関ࡢ࡝࡞保健活動や対策ࡘ࡟い

࡚理解࡛࠿ࡓࡁ。 

࣭汚染源や健康被害を及ぼࡍ条件を説明࡛࠿ࡓࡁ。 

環࣭境問題を積極的࡟調࡚࡭，自ศ࡜ࡇࡿࡁ࡛࡟を

実践ࡼࡋう࠿ࡓࡋ࡜。 

第 

㸱 

学 

期 

㸲ࡢࡳࡈ処理ୖ࡜ୗ水㐨ࡢ整備 

㸳食品ࡢᏳ全をᏲࡿ活動 

㸴働࡜࡜ࡇࡃ健康 

㸵働ࡃ人ࡢ健康࡙ࡾࡃ 

 ࣭ 循環型社会 

 ࣭ 食中毒予防 

 ࣭ 労働災害 

 ࣭ ﾒﾝﾀﾙﾍﾙ㺛ｹ㺏 

࣭日常生活ࡢ中࡛実践࡛࡚ࡁい࠿ࡿ。 

職࣭業病や労働災害を防࡟ࡵࡓࡄ，雇用者及び働ࡃ

人自身ࡼࡢ࡝ࡀうࡾྲྀ࡞組ࡀࡳ必要࠿ࡢ࡞を理

解࡛࠿ࡓࡁ。 

 

㸳 学習評価 

評価ࡣ，観点㸯ࠕ関心࣭意欲࣭態度ࠖ，観点㸰ࠕ思考࣭判断ࠖ， 観点㸱ࠕ知識࣭理解ࠖ࡜いう㸱ࡢࡘ観点࡟基࡙い࡚行い

 。ࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢ次，ࡣ評価方法。ࡍࡲ

 

 

 



(1) 評価ࡢ観点及び内容࡟つい  ࡚

評  価  ࡢ  観  点  及  び  内  容 

㸯 関心࣭意欲࣭態度 
生涯を通ࡿࡌ健康，社会生活࡜健康࡟つい࡚関心を持ち，意欲的࡟学習࡟

取ࡾ組もうࡿࡍ࡜。 

㸰 思考࣭判断 
 生涯を通ࡿࡌ健康，社会生活࡜健康࡟つい࡚，課題ࡢ解決を目指࡚ࡋ総合

的࡟考え，判断ࡋ，そࡽࢀを表࡚ࡋいࡿ。 

㸱 知識࣭理解 
 生涯を通ࡿࡌ健康，社会生活࡜健康࡟つい࡚，課題ࡢ解決࡟役立つ基礎的

 。ࡿい࡚ࡋ事項を理解࡞

 

つい࡟評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ (2)   ࡚

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 備    考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ○ 授業中ࡢ態度，取ࡾ組み。 

ノ࣮ト ◎ ○ ◎  年間㸱回提出 

課題࣭宿題 ◎ ○ ◎  毎時間 

定期考査 ○ ◎ ◎ 年間㸱回実施 

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特࡟重視࡜ࡿࡍいう意味࡛ࡍ。㸧 

 

 



ᖹ成㸰８ᖺ度 音楽Ⅱࡢ学習㸦シࣛࢫࣂ㸧 

 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用すࡿ教科書 

科目名 音楽Ⅱ 単位数 㸰 履修学ᖺ࣭区分 第㸰学ᖺ 

使用すࡿ教科書 ON!㸰  音楽之友社 

副教材等  

 

㸰 学習目標 

㸯 歌唱を通し ,࡚旋律や歌詞ࡢ美しさ,࣮ࣁモニ࣮ࡢ響ࡁを味わうこࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ 

㸰 器楽を通し ,࡚楽器ࡢ演奏技術を高め,合奏࡛協調性を養い,演奏すࡿ楽しさを味わうࠋ 

㸱 鑑賞を通し ,࡚様々࡞分㔝ࡢ音楽を味わい,豊࡞࠿心を育࡚ࠋࡿ 

㸲 楽典を通し ,࡚音楽ࡢ基礎知識を学び,理解を深めࠋࡿ 

 

㸱 学習方法 

㸯 歌唱࠾࡟い࡚ࡣ,季節ࡢ歌や外国語ࡢ歌࡝࡞様々࡞分㔝を取ࡾ入ࢀ,曲ࡢ特徴を知ࡲ,ࡾた合唱࡛࡝࡞美

しい響ࡁを表現しࡲすࠋ 

㸰 器楽࠾࡟い࡚ࢠ,ࡣタ࣮࡛楽器ࡢ構造を知ࡾ,奏法や指使い,響࡟ࡁつい࡚学びࡲすࠋ 

㸱 鑑賞࠾࡟い࡚ࡣ,様々࡞分㔝ࡢ音楽を鑑賞し,感想記録を通し ,࡚興味関心を深めࡲすࠋ 

㸲 実技࠾࡟い࡚ࡣ,学習記録表を用い ,࡚個人ࡢ進度状況を把握しࡲすࠋ  

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポイࣥࢺ 

第 

㸯 

学 

期 

࣭歌唱࣭࣭日本唱歌 

 

 

 

࣭器楽࣭࣭ࢠタ࣮㸦音階㸧 

 

࣭鑑賞࣭࣭西洋音楽 

 

࣭楽典࣭࣭聴音࣭音符休符 

季࣭節ࡢ歌を歌い,発声࡟留意し࡞

 ࠋ日本唱歌を味わうࡽࡀ

 

 

指ࡢ音階ࠋࡿ構造を知ࡢタ࣮ࢠ࣭

使いを知ࠋࡿ 

࣭古典派ࡢ音楽を鑑賞すࠋࡿベ࣮

 ࠋࡿェࣥを知ࣦ࣮ࢺ

࣭聴音ࡣ 1オࢡタ࣮ࡢࣈ単音を聴

ࡢ音符休符ࠋ書く࡟楽譜,ࡾ取ࡁ

基礎知識を知ࠋࡿ 

  

࣭日本唱歌ࡢ歌唱試験を行うࠋ 

 㸦歌詞把握࣭声㔞࣭音程࡝࡞㸧 

 

 

࣭音階試験を行うࠋ 

㸦指使い࣭音色࡝࡞㸧 

࣭鑑賞ࡢ感想提出࣭ベ࣮ࣦ࣮ࢺェࣥ

 ࠋࡿめ࡜ࡲつい࡚࡟

࣭楽典࣭聴音ࡢ小テࢺࢫを行うࠋ 

 㸦聴音ࡣ 1オࢡタ࣮ࣈ単音㸧 

第 

㸰 

学 

期 

࣭歌唱࣭࣭ 季節ࡢ歌࣭外国語 

 

 

 

 

 

 

࣭器楽࣭࣭ࢠタ࣮㸦コ࣮ࢻ㸧 

 

 

 

秋ࡢ里ࠕ࣭ 冬景色ࠕࠖ ,を歌い࡝࡞ࠖ

歌詞ࡢ美しさや季節感を味わ

うࡲࠋた三部合唱࡛࣮ࣁモニ࣮

 ࠋ美しさを味わうࡢ

英࣭語ࠕJoyful,Joyful をࠖ通し ,࡚

歌詞ࡢ意味やࣜࢬムを味わい,

親しࡳを持つࠋ 

押さえ方を覚ࡢࢻコ࣮ࡢタ࣮ࢠ࣭

えࠋࡿコ࣮ࡢࢻ構造࡟つい࡚知

,演奏をし࡚ࢻコ࣮࡞簡単ࠋࡿ

和音ࡢ響ࡁを味わうࠋ 

࣭単旋律࡜合唱ࡢ歌唱試験を࣮ࣝࢢ

 㸦声㔞࣭音程࣭表現㸧ࠋ行う࡛ࣉ

 

 

 

 

 

࣭コ࣮ࡢࢻ押さえ方ࡢ試験をࠊ曲演

奏を通し࡚行うࠋ 

  

 



࣭鑑賞࣭࣭日本音楽 

 

 

࣭楽典࣭࣭聴音࣭楽語 

࣭長唄や歌舞伎ࡢ鑑賞を通࡚ࡋ,

そࡢ意味や,伝統音楽を味わうࠋ 

聴࣭音ࡣ単音࡜ 2和音を聴き取ࡾ,

楽譜ࡢ書き方を学ぶࠋ 

 楽語を覚えࠋࡿ 

 

࣭鑑賞ࡢ感想提出ࠋ 

伝統音楽をまࡵ࡜,提出ࠋ 

 

࣭楽典࣭聴音小テࢫトを行うࠋ 

 㸦聴音ࡣ 1オࢡタ࣮ࣈ単音࡜ 2和

音㸧 

第 

㸱 

学 

期 

࣭歌唱࣭࣭ 季節ࡢ歌࣭外国語 

 

 

 

࣭器楽࣭࣭ࢠタ࣮㸦まࡵ࡜㸧 

 

 

࣭鑑賞࣭࣭ࣞࣂエ音楽 

 

 

࣭楽典࣭࣭聴音࣭音階 

 

 

 

࣭まࡵ࡜ 

季࣭節ࡢ歌ࡢ合唱や,イタࣜア語ࡢ

歌を歌い,旋律やࣜࢬムを味わ

うࠋ外国語ࡣ発音࡟留意ࠋࡿࡍ 

 

選࡚ࡌ応࡟進度ࡢ個人ࡣタ࣮ࢠ࣭

曲ࡋ,練習ࣞࣉ࣮ࣝࢢࠋࡿࡍッࢫ

ンを行うࠋ 

 ࠋࡿࡍエを鑑賞ࣞࣂ࣭

 

 

࣭聴音ࢬࣜࡣム聴音ࡢ書き方を知

 ࠋ㸦四ศ音符࣭八ศ音符㸧ࡿ

長調࣭短調ࡢ音階を覚えࠋࡿ 

 

࣭三部合唱࡛࣮ࣁモニ࣮ࡢ美ࡉࡋ

を感ࠋࡿࡌ 

 

発࣭音や発声࡟留意ࡋ,イタࣜア語歌

唱試験を行うࠋ㸦発声࣭ 発音࣭ 音程㸧 

 

 

選࣭曲࡟応ࡌ 発表会を行ࣉ࣮ࣝࢢ࡚,

うࠋ 

 

࣭鑑賞ࡢ感想を提出ࠋ 

 ࠋࡿࡵ࡜い࡚まࡘ࡟歴史ࡢエࣞࣂ 

 

࣭楽典࣭聴音ࡢ小テࢫトを行うࠋ 

 㸦聴音1ࡣオࢡタ࣮ࣈ単音࡜ 2和

音ࢬࣜࠊム聴音㸧 

 

㸳 学習評価 

                          㸦◎＝観点ࡢ中࡛特࡟重視ࡢࡶࡿࡍ㸧   

 

 㸯 歌唱࣭器楽࣭楽典ࡣ学期࡟࡜ࡈ試験を行いまࡍ㸦個人࣭ࣉ࣮ࣝࢢ評価㸧ࠋ 

 㸰 鑑賞ࡢ感想ࠊ音楽史まࠊࡵ࡜実技࡟おけࡿ学習ࡢ記録࡛評価ࡋまࠋࡍ 

 

評価ࠊࡣ観点㸯ࠕ音楽表現ࡢ技能ࠖ観点㸰ࠕ音楽表現ࡢ創意工夫ࠖ観点㸱ࠕ鑑賞ࡢ能力ࠖ観点㸲ࠕ音楽へ

関心࣭意欲࣭態度ࠖࠖࡢ ࡢ  ࠋࡍ大ษ࡛ࡶ姿勢ࡴ組ࡾ取࡟授業ࡢ日々ࠋࡍ基࡙い࡚行いま࡟観点ࡢࡘ4

実技試験࡟おい࡚ࠊࡶ試験だけ࡛࡞ࡣくࠊそࡇま࡛ࡢ練習過程ࡶ重視ࡋまࠋࡍ 

評価方法ࡣ次ࡢ通ࠋࡍ࡛ࡾ 

評価方法／観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備   考 

実技試験  ◎  ◎  ○  ◎ 歌唱࣭器楽ࡢ試験を行うࠋ 

楽典試験  ○  ○  ◎  ◎ 楽典࣭聴音࣭音楽史等試験を行う 

提出物  ◎  ◎  ◎  ○ 鑑賞ࡢ感想࣭実技練習記録࣭楽典音楽史ࣜࣉント 
 



ᖹ成「8ᖺ度 コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン英語Ⅱࡢ学習㸦ࣛࢩバࢫ㸧

㸯 科目ྡ，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用すࡿ教科書

科目ྡ コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン英語Ⅱ 単位数 㸲 履修学ᖺ࣭区分 第㸰学ᖺ

使用すࡿ教科書 VISTA Engli上h （ommつnica下ion Ⅱ 㸦୕省堂㸧

副教材等 ュ࠙改訂版ࢩࢵࣜࢢインࣉࢵࣞࣉ 㸦旺文社㸧ࠚ

㸰 学習目標

◎㸯ᖺ生ྠ࡜ࡁ࡜ࡢ様࡟，英語࡟対すࡿ理解ࢆ深め，積極的࡟コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョンࢆすࡿ力ࢆ養

うため࡟，ḟࡢ㸲点ࢆ目標࡟学習しࡲす。

㸦㸯㸧࣎ࠕキャࢆ࣮ࠖࣜࣛࣈ増やそう。

㸦㸰㸧基本的࡞英文法ࢆしࡾ࠿ࡗ身ࡘ࡟けࡼう。

㸦㸱㸧簡単࡞英語ࢆ使࡚ࡗ，コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン࡟挑戦しࡼう。

㸦㸲㸧外国ࡢ文化࡟興味や関心ࢆ持࡜う。

㸱 学習方法

◎英語学習ࡣࢡࢵࢪ࣐࡟あࡲࡾせࠕ。ࢇ地道࡟コࢶコࢶ，すべࡁこࢆ࡜続けࡿ ，ࠖこࢀこそ最高ࡢ

学習方法࡛す。࡛ࠕ，ࡣすべࡁこ࡛ࢇ࡞ࡣ࡜ࠖ࡜しࡻう？答えࡣ，ୗ記࡛ࡾ࠾࡜ࡢす。

ձ 高校࡛ࡢ学習ࡢ基本ࡣ授業࡛す。先生ࡢ話ࡼࢆく聞く。大事࡜࡞こࢆࢁ確実࡟ノ࣮࡟ࢺ書ࡁ

ࢆ࡜こࡢࡽࢀこ。ࡿ提出す࡜ࢇちࡁࢆ課題。ࡿやࡾ࠿ࡗしࢆ使う。宿題ࢇたくさࢆ辞書。ࡿ࡜

着実࡟こ࡞せࢇ࡝ࢇ࡝，ࡤ英語ࡢ力ࡲࡁࡘࡣす。

ղ ḟࡢ授業࡟備え࡚ࡢ予習や，そࡢ日学習したこࡢ࡜復習ࡣ，英語学習࡟不可Ḟ࡛す。毎日机

。うࡻしࡲけࡘ࡟身ࢆ習慣ࡢ開く。そࢆい，教科書࠿向࡟

ճ 定期考査ࡢ準備ࡣ，時間࠿ࢆけ࡚精一杯やࡲࡾしࡻう。テࢺࢫ対策ࡣ，学習したこࢆ࡜確実

ࢆ自信ࡣす。高得点ࡲࢀ取ࡀ高得点ࡤࢀ準備すࡾ࠿ࡗ機会࡛す。しࡢ最高ࡢためࡿけࡘ࡟身࡟

生ࡲࡳす。ࠕ準備→高得点→自信 ，ࠖこࡢサイࢆࣝࢡ手࡟入ࡲࢀしࡻう。

㸲 学習計画

学 学習内容㸦単元ྡ㸧 学習事項࣭学習活動 評価࣏ࡢインࢺ

期

㸯ᖺ生ࡢ復習 㸯ᖺ生࡛学習した，基礎的 ࣭基本的࡞単語や熟語ࡣ身ࡘ࡟い

再ࢆ文法࡜࣮ࣜࣛࣈキャ࣎࡞ ࡚い࠿ࡿ。

確認すࡿ。 ࣭主࡟動詞ࡢ用法࡟関し࡚，基礎

的࡞文法事項ࡣ身ࡘ࡟い࡚いࡿ

。࠿

１1 Wo三ld B三eakfa上下上 疑問詞࡜if節ࡢ用法ࢆ理解

ベࢻ，ࣝࢪࣛࣈ，࣒ࢼࢺ すࡿ。 ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛ࡁた࠿。

第 イࡢࢶ朝食࡟見ࡿࢀࡽ文 ࣭疑問詞ࢆ用い࡚表現活動ࢆ行う

化ࢆ考えࡼう。 こ࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜。

㸯 ࣭if節࡜そࡢ用法ࡘ࡟い࡚理解࡛

。࠿たࡁ

学 ࣭新出言語材料ࡣ身ࡘ࡟いた࠿。

ュࢩࢵࣜࢢインࣉࢵࣞࣉ 代ྡ詞

期 ࣭代ྡ詞ࢆ覚え，使い分けࡿこ࡜

be動詞 。࠿たࡁ࡛ࡀ

࣭be 動詞ࢆ正しく使࡚ࡗ表現࡛ࡁ

た࠿。

１「 The Eme三ald I上le 比較級࣭最ୖ級ࡢ用法ࡘ࡟ ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛ࡁた࠿。

アイࣝࣛンࡢࢻ文化࣭ い࡚理解すࡿ。 ࣭比較級࣭最ୖ級ࢆ用いた表現ࢆ

郷土ࡘ࡟い࡚考えࡼう。 すࡿこ࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜。

࣭新出言語材料ࡣ身ࡘ࡟いた࠿。

１」 Sakana-kつn ྡ詞ࢆ修飾すࡿ現在分詞࣭ ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛ࡁた࠿。

関࡟再発見ࡢࢫ࣐ࢽࢡ 過去分詞ࡢ用法ࢆ理解すࡿ。 ࣭現在分詞࣭過去分詞ࢆ用い࡚ྡ

すࡿ英文ࢆ読ࡳ取ࢁう。 詞ࢆ修飾すࡿこ࠿ࡿࡁ࡛ࡣ࡜。



࣭新出言語材料ࡣ身ࡘ࡟い࠿ࡓ。

１4 ３ぞけel ５riどe 分たi上ぞこe上 知覚動詞や tell 人 to do ࡢ ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛࠿ࡓࡁ。

第 ࡿわࡘࡲ࡟ベࣝ賞࣮ࣀ 表現ࢆ理解ࡿࡍ。 ࣭知覚動詞ࡢ用法ࢆ理解࡛ࡓࡁ

英文ࢆ読ࡳ㸪背ᬒやエピ 。࠿

㸰 ソ࣮ࢆࢻ理解しࡼう。 ࣭下ell 人 下ぞ こぞ ࢆ表現ࡓ用いࢆ

。࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

学 ࣭新出言語材料ࡣ身ࡘ࡟い࠿ࡓ。

シュࢵࣜࢢインࣉࢵࣞࣉ 前置詞

期 ࣭前置詞ࢆ使いศ࡚ࡅ使用ࡇࡿࡍ

There is (are)～ 。࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜

࣭There is (are)ࡢ表現ࢆ正しく使

う࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ。

一般動詞

࣭一般動詞ࡢ単語ࡣ身ࡘ࡟い࠿ࡓ。

࣭疑問文࣭否定文࣭㸱単元ࡢ s ࢆ

用い࡚表現࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ。

１5 ＋lぞてer上 iそ 下he Tぞmけ 使役動詞࡜関係௦ྡ詞 what ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛࠿ࡓࡁ。

ࢆ墓ࡢタンカ࣮メンࢶ 。ࡿࡍ理解ࢆ用法ࡢ ࣭使役動詞ࡢ意味࡜用法ࢆ理解࡛

発見しࣁࡓワ࣮࣭ࢻカ࣮ 。࠿ࡓࡁ

第 タ࣮ࡢ話ࢆ読ࡳ㸪理解ࢆ ࣭関係௦ྡ詞てha下ࢆ用いࡓ表現ࢆ

深ࡼࡵう。 。࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

㸱 ࣭新出言語材料ࡣ身ࡘ࡟い࠿ࡓ。

学 シュࢵࣜࢢインࣉࢵࣞࣉ 命௧文 ࣭命௧文ࡢ意味࡜用法ࢆ理解ࡍ

。࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ

期 過去形 ࣭過去形ࡢ意味࡜用法ࢆ理解ࡿࡍ

。࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

疑問詞 理解ࢆ意味ࡢ疑問詞ࡢࢀࡒࢀࡑ࣭

し㸪適ษ࡟表現࡛࠿ࡿࡁ。

㸳 学習評価

評価ࡣ㸯年生ࡓࡗࡲ࡜ࡁ࡜ࡢくྠ様࡟㸪観点㸯ࠕコミュニ࣮ࢣションへࡢ関心࣭意欲࣭態度 㸪ࠖ観

点㸰ࠕ外国語表現ࡢ能力 㸪ࠖ 観点㸱ࠕ外国語理解ࡢ能力 㸪ࠖ観点㸲ࠕ言語や文化ࡘ࡟い࡚ࡢ知識࣭理

解ࠖ࡜いう㸲ࡢࡘ観点࡟基࡙い࡚行いࡍࡲ。評価方法ࡣ㸪次ࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢ。

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ 学習活動へࡢ参加ࡢ態度

小テスࢺ ○ ◎ ◎ ◎ 単元確認㸪語彙㸪音読テスࢺ等

提出物 ◎ ○ ○ ○ 課題ࣜࣉンࢺ㸪ࢺ࣮ࣀ㸪ワ࣮ࢡࢵࣈࢡ等

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ 年間㸳回実施

㸦◎＝観点ࡢ中࡛特࡟重視ࡢࡶࡿࡍ㸧

評価ࡿࡍࢆ際࡟最ࡶ重視さࡣࡢࡿࢀ㸪㸰年生࡛ࡶ定期考査ࡢ結果࡛ࡍ。年࡟㸳回実施さࡿࢀ定期

考査࡛何点ࢆ取ࡎࡲ。࠿ࡢࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ㸪ࡀࢀࡑ大ษ࡛ࡍ。

評ࡁ基࡙࡟観点ࡢࡘ㸲ࡢ総合し࡚ୖ記࡜点数ࡢ注目し㸪考査ࡶ࡟学習態度ࡢ毎日ࡢちࡓ㸪君ࡓࡲ

価ࢆ行いࡍࡲ。学習態度ࡘ࡟い࡚ࡣ㸪具体的࡟௨ୗࡢ項目ࡀ成績評価ࡢ重要࡞資料ࡍࡲࡾ࡞࡟。

★授業࡟取ࡾ組ࡴ姿勢

取࡟積極的ࡣ࡟㸪活動࠿ࡿい࡚ࡗ取ࡾ࠿ࡗしࢆࢺ࣮ࣀ㸪࠿ࡿ聞い࡚いࢆ態度࡛話ࡓし࡜ࢇちࡁ

。࡝࡞࠿ࡿい࡛ࢇ組ࡾ

★提出物 。࠿ࡿい࡚ࡁ提出࡛࡟࡛ࡲ㸪期日࡚ࡆ仕ୖ࡜ࢇちࡁ

★小テスࢺ 学習内容ࡢ確実࡞理解ࡶ࡟ࡵࡓࡢ㸪毎回高得点ࢆ目指しࡲしࡻう。

◎要࡟ࡿࡍ㸪ࠕテスࡢࢺ得点㸩ᬑ段ࡢ努力ࠖࡀ大ษ࡜いうࡍ࡛࡜ࡇ。



ᖹ成 28ᖺ度 家庭総合ࡢシラバス 
 
㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用すࡿ教科書 
科目名 家庭総合 単位数 㸰 履修学ᖺ࣭区分 㸰学ᖺ㸦㸯࣭㸰学ᖺ各㸰単位ࡢ分割履修㸧 
使用すࡿ教科書 家庭総合～࡟ࡶ࡜生ࡿࡁ 明日ࡘࢆくࡿ～  㸦教育図書㸧 
副教材等 生活ガࣈࢻ࢖ッ࣮ࢹ ࢡタ＆ࢢラࣇ      (教育図書) 

 
㸰 学習目標 

࣭身近࡞生活ࡢ中ࡽ࠿課題ࢆ見いࡔし,解決࡟向け࡚主体的ࡾྲྀ࡟組ࡿࡵ能力ࢆ養いࡲす。 
࣭家庭生活ࡢ充実向上ࢆ図ࡿ能力࡜実践的࡞態度ࢆ身ࡘ࡟けࡲす。     

 
㸱 学習方法 
ձ教科書や補助資料ࡽ࠿基礎的知識ࢆ学ぶ。 
ղ調理実習や被服製作実習ࢆ通し，基礎的技術ࢆ身ࡘ࡟けࡿ。 
ճ習得しࡓ基礎的࡞知識࣭技術ࢆ実験や体験ࢆ通し，科学的࣭理論的࡟学ぶ。 
մ視聴覚教材や統計資料࣭新聞等ࡽ࠿身近࡞課題ࢆ考えࡿ。 

 
㸲 学習計画 
学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価࢖࣏ࡢンࢺ 
 
 
第 

 
㸯 

 
学 

 
期 

 
 
 
 
 
 
 

 食生活ࠔ単元ࠓ
ձࡐ࡞食ࡢࡿ࡭？ 
 
ղ何ࢆ食ࡢࡿ࡭？ 
 
ճ食品ࡢ選択ࡾྲྀ࡜扱い 
 
մ献立࡙く࡜ࡾ調理 
 
յ食࡜暮ࡽし࠿࠿ࡢわࢆࡾ

知ろう 
 
※家庭科技術検定食物調理

㸲級ཷ検対策 
 
㸦期ᮎ考査㸧 

 ࠔいࡽࡡࠓ
豊࡞࠿食生活ࢆ実現さࡓࡿࡏ

ࡘ࡟࡝࡞栄養࣭食品･調理，ࡵ

い࡚科学的࡟理解さࡏ，必要࡞

技術ࢆ習得すࡓࡲ。ࡿ，食文化

環境，࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ深ࢆ関心ࡢ

目ࢆ実現࡟食生活ࡓ配慮し࡟

指す。 
 ࠔ具体的活動ࠓ
 ձ講義 
 ղ講義 
 ճ調࡭学習 
 մ実習 
 յ講義 
  ※実技࣭講義 

 
ձ健康ࡼ࡟い食習慣ࢆ身࡟付けࡿ

こ࡟࡜関心ࢆ持ࡘこ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜。 
ղ五大栄養素ࡢ働ࡢࡑ࡜ࡁ食品࡟

 。࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜こࡿい࡚理解すࡘ
ճ食品࡟関すࡿ正しい知識ࢆ身࡟

付け，安全࡞食生活ࢆ実践しࡼう࡜

すࡿこ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜。 
մ食事摂ྲྀ基準ࢆ理解し，バランス

ࡀ࡜こࡿ考えࢆ献立ࡢい一日ࡼࡢ

，習得ࡢ調理技術，ࡓࡲ。࠿ࡓࡁ࡛

食ࡢ安全࡜衛生ࡢ࡬関心ࢆ持ࡕ，実

習ࡾྲྀ࡟組ࡴこ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜。 
յ生活者࡜し࡚世界的࡞食糧事情

意識ࡢ食ࡓ配慮し࡟理解し，環境ࢆ

 。࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜こࡘ持ࢆ
 
 
 
 第 
 
㸰 

 
学 

 
期 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 家族࡜一生ࡢ人ࠔ単元ࠓ
ձ人生ࡔࢇ࡞࡚ࡗろう 
 
ղ青ᖺ期࡞ࢇ࡝ࡣ࡜時期？ 
 
ճ家族ࡔࢇ࡞࡚ࡗろう？ 
 
մ家族࡜社会࠿࠿ࡢ࡜わࡾ

 ？ࡣ
 
 
 ࡟ࡶ࡜࡜高齢者ࠔ単元ࠓ
ձ社会࡝ࡣう高齢化すࡢࡿ

 ？ろうࡔ
ղ高齢者࡝࡚ࡗういう時期

？ 
 
ճ高齢期ࡢ生活ࢆ支えࡿし

くࡣࡳ？ 
 
մ高齢者ࡢ介護ࢆ学ぼう 
 
 
 共生社会ࠔ単元ࠓ
ձ共生ࡔࢇ࡞࡚ࡗろう？ 
 
 
 
 
 
 
 

 ࠔいࡽࡡࠓ
人ࡢ一生ࢆ生涯発㐩ࡢ視点࡛

意義，社ࡢえ，家族࣭家庭ࡽ࡜

会ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ࡜理解さࡿࡏ。 
 ࠔ具体的活動ࠓ
 ձ講義 
 ղ実習 
 ճ調࡭学習࣭講義 
 
 
 
 ࠔいࡽࡡࠓ
高齢者࡟対すࡿ正しい認識࠿

学࡞体験的࡝࡞基礎ࡢ介護，ࡽ

び࡜役割ࢆ知ࡿ。 
 ࠔ具体的活動ࠓ
 ձ講義࣭࢕ࢹベ࣮ࢺ 
 ղ講義࣭実習 
 ճ調࡭学習࣭講義 
 
 
 
 
 ࠔいࡽࡡࠓ
ノ࣮࣐ラ࢖ゼ࣮ションࡢ考え

方ࢆ学び,人々࡝ࡀう支え合う
 。ࡿ知࠿
 ࠔ具体的活動ࠓ
 ձ調࡭学習࣭講義 
 
 
 

 
ձ人ࡢ一生ࢆ考え，自分ࡢラࣇ࢖コ

࣮スࢆ描け࠿ࡓ。 
ղ人生࠾࡟けࡿ青ᖺ期ࡢ重要性࡟

 。࠿ࡓࡁい࡚理解࡛ࡘ
ճ家族ࡢ役割ࢆ理解し,家族ࡢあࡾ
方ࡘ࡟い࡚考えࡿこ࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜。 
մ家族࡟関すࡿ法律ࢆ理解し，将来

ࡀ࡜こࡿす࡜うࡼ役立࡚࡟設計ࡢ

 。࠿ࡓࡁ࡛
 
 
ձ日ᮏや世界࡛高齢化ࡀ進ࡴ仕組

 。࠿ࡓࡁ理解࡛ࢆࡳ
ղ高齢期ࡢ特徴ࢆ理解し,青ᖺ期࡜
ࡁ࡛ࡀ࡜こࡿい࡚考えࡘ࡟㐪いࡢ

 。࠿ࡿ
ճ高齢者࡟対すࡿ実態や課題ࢆ考

え，高齢社会ࢆ理解すࡿこࡁ࡛ࡀ࡜

 。࠿ࡓ
մ介護ࡢ目的࡜方法ࢆ理解すࡿこ

 。࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜
 
 
ձノ࣮࣐ラ࢖ゼ࣮ションࡢ考えࢆ

知ࡾ,様々࡞人࡜共生࡛ࡿࡁ社会ࢆ
築こう࡜し࡚い࠿ࡿ。 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保育ࠔ単元ࠓ

ձ赤࠿ࡐ࡞ࡣࢇࡷࡕわいい

？ 

ղ子࡝ࡣࡶ࡝う育ࡔࡢࡘろ

う？ 

ճ親࡝ࡣ࡜ࡿ࡞࡟ういうࡇ

 ࠿࡜

մ子育࡚ࢆ支えࡿ社会ࡢし

くࡣࡳ？ 

 

㸦期ᮎ考査㸧 

 

 ࠔいࡽࡡࠓ

子ࡢࡶ࡝発達，保育，福祉࡜ࢆ

親ࡿ支えࢆ発達࡞し࡚，健全࠾

࡜ࡿࡏ理解さࢆ役割ࡢ社会ࡸ

ࡿࡵ深ࢆ関心ࡢ࡬保育，࡟ࡶ࡜

。 

 ࠔ具体的活動ࠓ

  ձ調࡭学習 

 ղ講義࣭実習 

 ճ調࡭学習࣭講義 

 մ調࡭学習࣭講義 

 

ձ命ࡢ尊さࡽ࠿出産ࢆ見ࡵࡘ，保育

࡜ࡇࡿࡵ深ࢆ理解࡟࡜ࡇࡿ関す࡟

 。࠿ࡓࡁ࡛ࡀ

ղ子ࡢࡶ࡝成長過程ࡢ理解ࢆ深ࡵ，

知識ࢆ生ࡑ࠿う࡜すࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ

 。࠿ࡓ

ճ子࡟ࡶ࡝関心ࢆ持ࡕ，親ࡢ役割࡜

社会ࡢ関わࡘ࡟ࡾい࡚理解すࡇࡿ

 。࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜

մ子ࡢࡶ࡝福祉ࡘ࡟い࡚，少子高齢

社会ࡢ側面ࡽ࠿理解す࡛ࡀ࡜ࡇࡿ

 。࠿ࡓࡁ

 

 第 

 

㸱 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 環境ࠔ単元ࠓ

ձ生活ࢆ見ࡼࡳ࡚ࡵࡘう 

ղ環境࡜ࡇࡿࡁ࡛࡟ࡵࡓࡢ

 ？࡚ࡗ

 

 

 

 

 

ェクࢪホ࣮ムプロࠔ単元ࠓ

 ࢺ

 

 

㸦期ᮎ考査㸧 

 ࠔいࡽࡡࠓ

家庭経済ࡸ消費生活ࡢ基礎的

社࡞習得し，持続可能ࢆ知識࡞

会ࢆ目指しࡓ消費行動ࡘ࡜࡬

 。ࡿࡆ࡞

 ࠔ具体的活動ࠓ

 ձ講義࣭ࢹィベ࣮ࢺ 

 ղ調࡭学習࣭講義 

  

 ࠔいࡽࡡࠓ

二年間ࡢ学習ࡽ࠿課題ࢆ見ࡘ

 。す࠿生࡟生活ࡅ

 ࠔ具体的活動ࠓ

問題解決学習 

 

ձくࡽしࡢ中࡟あࡿ環境問題࡟対

し࡚，自ศ࡜࡜ࡇࡢし࡚取ࡾ組ࡇࡴ

 。࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜

ղ自ศࢆ࡜ࡇࡿࡁ࡛࡟明確࡟し，環

境問題ࢆ理解す࠿ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ。 

 

 

 

ձ生活課題ࢆ主体的࡟見出し，課題

解決࡟向࡚ࡅ，学習࡚ࡗࡼ࡟習得し

 。࠿ࡓࡁ活用࡛࡟適ษࢆ知識ࡓ

 

 

 

㸳 学習評価 

観点㸯 関心࣭意欲࣭態度 家庭ࡸ地域ࡢ生活࡟関心ࡢࡑ，ࡕࡶࢆ充実向上ࢆ目指し࡚意欲的

 。࠿ࡿい࡚ࡅࡘ࡟身ࢆ態度࡞実践的，࡟ࡶ࡜࡜ࡴ組ࡾ取࡟

観点㸰 思考࣭判断࣭表現 家庭ࡸ地域ࡢ生活ࡘ࡟い࡚見直し，課題ࢆ見付ࡢࡑ，ࡅ解決ࢆ目

指し࡚思考ࢆ深ࡵ，適ษ࡟判断し工夫し創造すࡿ能力ࢆ身ࡅࡘ࡟

࡚い࠿ࡿ。 

観点㸱 技能 家庭ࡸ地域ࡢ生活ࢆ充実向上す࡟ࡵࡓࡿ必要࡞基礎的࣭基ᮏ的࡞

技術ࢆ身࡚ࡅࡘ࡟い࠿ࡿ。 

観点㸲 知識࣭理解 家庭生活ࡢ意義ࡸ役割ࢆ理解し，家庭ࡸ地域ࡢ生活ࢆ充実向上す

 。࠿ࡿい࡚ࡅࡘ࡟身ࢆ知識࡞基礎的࣭基ᮏ的࡞必要࡟ࡵࡓࡿ

 

㸦◎＝観点ࡢ中࡛特࡟重視すࡢࡶࡿ㸧 

以上ࢆ総合的࡟判断し，評価しࡲす。 

観点 

評価方法 

観

点

㸯 

観

点

㸰 

観

点

㸱 

観

点

㸲 

備 考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ 学習活動ࡢ࡬参加態度 

 学期ᮎ考査等 ◎ ○ ◎ ○ ࢺࢫࢸ

提出物 ◎ ◎ ○ ○ 課題等 

実技 ◎ ○ ◎ ○ 調理実習等 


